
第 48 回 横浜市発達障害検討委員会 次第 

 

【日時】令和元年６月 26日（水）午後１時 30分～午後２時 

【場所】市庁舎８階８Ｂ会議室 

 
 
１ 開会 
 【進行：米澤係長】 
(１) 障害福祉部長あいさつ 

 

 

 

 

(２) 事務局紹介 

 

 

 

 

 

２ 議題  

 

(１) 令和元年度 発達障害検討委員会の取組について 

 

 

 

 

(２) 横浜市障害者施策推進協議会への諮問及び答申内容の検討について 

  

 

 

 

 

３ その他 

 

 

 

 



〇 〇

渡部　匡隆 委員

●

保
育
・
教
材
人
材

課
長

●

特
別
支
援
教
育

相
談
課
長

●

平田　幸宏 委員

●

○

第47回 横浜市発達障害検討委員会 座席表

●

（東洋英和女学院大学人間科学部）

●

医
療
担
当
部
長

●

●

（横浜国立大学 大学院教育学研究科高度教職実践専攻）

障
害
企
画
課
長

イ
ン
ク
ル
ー

シ
ブ

教
育
担
当
部
長

●

こ
ど
も
福
祉
保
健

部
長

●

寺田　純一 委員
(かながわ地域活動ホーム ほのぼの）

中野　美奈子 委員
（横浜市自閉症児・者親の会）

坂上　尚子 委員
（神奈川LD等発達障害児・者親の会

にじの会）

西尾　紀子 委員
（横浜市発達障害者支援センター）

○

事務局

青
少
年
相
談
セ
ン

タ
ー

所
長

特
別
支
援

教
育
課
長

障
害
児
福
祉
保
健

課
長

企
画
調
整
課
長

○

○

○

○

小川　淳 委員
（横浜市総合リハビリテーションセンター）

高木　一江 委員
（横浜市中部地域療育センター）

安藤　壽子 委員
(ＮＰＯ法人　L’enfantPlaza
　　　　　　　　（らんふぁんぷらざ））

○

●

●

池田　彩子 委員
（ＮＰＯ法人　ユースポート横濱
よこはま若者サポートステーション）

○

●

●

障
害
支
援
課
長

事　務　局

●

●
障
害
企
画
課

　
施
策
推
進
担
当

　
　
　
　
　
係
長

障
害
福
祉
部
長

事　務　局

●

●

● ● ●

● ● ●

●

事　　　　　　務　　　　　　局
司会



令和元年度 横浜市発達障害検討会委員名簿                        

（敬称略） 

  氏  名 所  属 

１ 学識経験者 渡部 匡隆 
横浜国立大学教授 

大学院教育学研究科高度教職実践専攻 

２ 学識経験者 平田 幸宏 東洋英和女学院大学人間科学部 

３ 医療従事者 高木 一江 横浜市中部地域療育センター 

４ 
障害児・者の福祉に関す

る事業に従事する者 
小川 淳 横浜市総合リハビリテーションセンター 

５ 
障害児・者の福祉に関す

る事業に従事する者 
寺田 純一 かながわ地域活動ホーム ほのぼの 

６ 
障害児・者の福祉に関す

る事業に従事する者 
安藤 壽子 

ＮＰＯ法人 L’enfantPlaza 

（らんふぁんぷらざ） 

７ 
障害児・者の福祉に関す

る事業に従事する者 
西尾 紀子 横浜市発達障害者支援センター 

８ 
障害児・者の福祉に関す

る事業に従事する者 
池田 彩子 

ＮＰＯ法人 ユースポート横濱 

よこはま若者サポートステーション 

９ 障害児・者やその家族 坂上 尚子 
神奈川ＬＤ等発達障害児・者親の会 

にじの会 

10 障害児・者やその家族 中野 美奈子 横浜市自閉症児・者親の会 

 



局名 補職名 氏名

健康福祉局 障害福祉部長 上條　浩

企画課長 平木　浩司

障害企画課長 佐渡　美佐子

障害福祉課長 渡辺　文夫

障害支援課長 宮嶋　真理子

精神保健福祉推進担当課長 榎本　良平

こども福祉保健部長 細野　博嗣

医務担当部長 岩田　眞美

企画調整課長 谷口　千尋

障害児福祉保健課長 内田　太郎

青少年相談センター所長 髙田　裕子

子育て支援課長 田口　香苗

保育・教育人材課長 甘粕　亜矢

教育委員会事務局 インクルーシブ教育担当部長 佐藤　祐子

特別支援教育課長 須山　次郎

特別支援教育相談課長 青木　正章

健康福祉局 企画課企画担当係長 石井　正則

障害企画課企画調整係長 中村　剛志

障害企画課施策推進担当係長 田辺　興司
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こころの健康相談センター相談援助係長 山崎　三七子

こども青少年局 企画調整課企画調整係長 三堀　浩平

障害児福祉保健課担当係長 土屋　友美

障害児福祉保健課担当係長 酒井　拓水

障害児福祉保健課整備担当係長 田島　絵美

教育委員会事務局 特別支援教育課担当係長 菊地　弘美

特別支援教育相談課担当係長 栗田　泉

特別支援教育課指導主事 加藤　守昭
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令和元年度　横浜市発達障害検討委員会事務局名簿
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令 和 元 年 ６ 月 2 6 日 
横浜市発達障害検討委員会 

 
令和元年度 発達障害検討委員会の取組について 

  
 
１ 昨年度（平成 30 年度）検討委員会における検討内容 

平成 30年度の検討委員会では、「軽度の知的な遅れを伴う、あるいは知的な遅れを伴わない発達障

害児・者」に関する、ライフステージ全般に渡る課題整理と、施策の方向性に関する議論を行いまし

た。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
２ 今年度（令和元年度）検討委員会における検討内容 

 今年度の検討委員会では、平成 30 年度の検討内容をもとに、「軽度の知的な遅れを伴う、あるいは

知的な遅れを伴わない発達障害児・者」に対する、具体的な施策展開について議論します。 
 ※ 年３回程度開催予定。 
 

 (１) 横浜市障害者施策推進協議会への諮問（知的に遅れを伴う、あるいは知的な遅れを伴わない発

達障害児・者に対する具体的施策の展開について）に対する答申内容の検討 
   ※ 資料２参照。 

 

(２) その他 
平成 30年度 発達障害検討委員会報告書（資料４）に記載されている「横浜市発達障害施策の再

構築に係る方向性」のうち、答申に記載しない項目についても、具体的な取組に関する検討を行い

ます。 

資料１ 

横浜市障害者施策推進協議会へ検討状況を報告（31年３月 29日） 

第 45 回（30 年 11 月１日）  第 46 回（30 年 12 月 18 日） 第 47 回（31 年２月 27 日） 

現状認識の共有 

と課題抽出 

施策展開の 

方向性検討 

施策展開の 
方向性確立 

整 理 整 理 

【検討の流れ】 



令 和 元 年 ６ 月 2 6 日 

横浜市発達障害検討委員会 
 

横浜市障害者施策推進協議会への諮問及び答申内容の検討について 

                     
１ 経過 

 (１) 横浜市障害者施策推進協議会への諮問 
  ア 令和元年５月 27日付で、「軽度の知的な遅れを伴う、あるいは知的な遅れを伴わない発達障害児・

者」に対する具体的施策の展開について、横浜市長から諮問を受けました（資料３参照）。 

  イ これに対し、令和元年６月 1日開催の横浜市障害者施策推進協議会（以下「推進協」と表記）にて、

推進協の専門委員会である発達障害検討委員会（以下「検討委員会」と表記）にて検討を進めること

としました。 
    また、答申を作成するにあたっては、検討委員会の委員以外にも、当事者や家族、学識経験者など

から意見を聴取することとしました。 
 

これらを踏まえ、検討委員会にて、次のとおり答申内容の検討を進めます。 

   
２ 答申内容（案） 

「平成 30年度 発達障害検討委員会報告書（資料４）」を前提とし、報告書に記載されている「横浜市

発達障害施策の再構築に係る方向性」のうち、主に「喫緊に取り組むべき課題」として示した４大項目・

６小項目について、短期的取組を具体的に盛り込みます。 
 

３ 検討の進め方 

(１) 関係者からの意見聴取 

検討委員会での検討内容を深めるため、障害児・者やその家族、及び医療・保健・福祉・教育・労働等

分野の関係者から、意見を聴取します。 

 依頼予定者に対する個別の意見聴取を原則とします。 

 必要に応じ、集合形式での意見聴取を行います。 

(２) 答申内容の検討・確定 

ア 検討委員会にて、関係者より聴取した意見を参考とし、答申内容（案）を取りまとめます。 

 イ 推進協にて、答申内容（案）をもとに答申内容を確定します。 

(３) 答申 

推進協より、横浜市長あてに答申します。 

 
【スケジュール】 

 

４ 意見聴取依頼予定者 

  別表のとおり 

６月 市長からの諮問を受け、検討委員会にて検討を開始 

７月～８月 関係者からの意見聴取 

９月（予定） 検討委員会にて、答申内容（案）の取りまとめ 

10 月（予定） 推進協にて、答申内容の確定 

10 月（予定） 推進協より、横浜市長あてに答申 

資料２ 



【別表】 意見聴取予定者一覧                         （敬称略） 

 

  氏  名 所  属 発達障害検

討員会委員 

１ 学識経験者 渡部 匡隆 
横浜国立大学教授 

大学院教育学研究科高度教職実践専攻 
○ 

２ 学識経験者 平田 幸宏 東洋英和女学院大学人間科学部 ○ 

３ 医療従事者 高木 一江 横浜市中部地域療育センター ○ 

４ 障害児・者の福祉に関する

事業に従事する者 
小川 淳 横浜市総合リハビリテーションセンター ○ 

５ 障害児・者の福祉に関する

事業に従事する者 
寺田 純一 かながわ地域活動ホーム ほのぼの ○ 

６ 障害児・者の福祉に関する

事業に従事する者 
安藤 壽子 

ＮＰＯ法人 L’enfantPlaza 

（らんふぁんぷらざ） 
○ 

７ 障害児・者の福祉に関する

事業に従事する者 
西尾 紀子 横浜市発達障害者支援センター ○ 

８ 障害児・者の福祉に関する

事業に従事する者 
池田 彩子 

ＮＰＯ法人 ユースポート横濱 

よこはま若者サポートステーション 
○ 

９ 障害児・者やその家族 坂上 尚子 
神奈川ＬＤ等発達障害児・者親の会 

にじの会 
○ 

10 障害児・者やその家族 中野 美奈子 横浜市自閉症児・者親の会 ○ 

11 障害児・者の福祉に関する

事業に従事する者 
藤嶋 享 神奈川区生活支援センター  

12 障害児・者の福祉に関する

事業に従事する者 
浮貝 明典 

ＮＰＯ法人 ＰＤＤサポートセンター 

グリーンフォーレスト 
 

13 障害児・者の福祉に関する

事業に従事する者 
鈴木 慶太 株式会社Ｋａｉｅｎ  

14 障害児・者やその家族 鈴木 仁 ＹＰＳ横浜ピアスタッフ協会  

15 学識経験者 井上 雅彦 
鳥取大学大学院医学系研究科臨床心理学

講座 
 

16 学識経験者 日戸 由刈 相模女子大学人間社会学部  

17 障害児・者の福祉に関する

事業に従事する者 
（調整中） 地域療育センター（調整中）  

18 障害児・者の福祉に関する

事業に従事する者 
（調整中） 地域療育センターあおば  

19 障害児・者の福祉に関する

事業に従事する者 
（調整中） 横浜やまびこの里  

20 障害児・者の福祉に関する

事業に従事する者 
（調整中） 市立保育所  

21 障害児・者の福祉に関する

事業に従事する者 
（調整中） 市幼稚園協会  

22 障害児・者の福祉に関する

事業に従事する者 
（調整中） （調整中）  



資料３

01051147
テキストボックス

01051147
テキストボックス
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の推進
す い し ん

について（通知
つ う ち

）」       ・・・・・・ 18 

 

５ 横浜市
よ こ は ま し

発達
は っ た つ

障害
しょうがい

施策
し さ く

の再構築
さ い こ う ち く

に係
か か

る方向性
ほ う こ う せ い

             ・・・・・・ 23 
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１ はじめに 

(１) 平
へ い

成
せ い

17年
ね ん

度
ど

以
い

降
こ う

の、横
よ こ

浜
は ま

市
し

発
は っ

達
た つ

障
しょう

害
が い

検
け ん

討
と う

委
い

員
い ん

会
か い

の取
と り

組
く み

経
け い

過
か

 

 横
よ こ

浜
は ま

市
し

の発
は っ

達
た つ

障
しょう

害
が い

児
じ

・者
し ゃ

支
し

援
え ん

については、発
はっ

達
たつ

障
しょう

害
がい

者
しゃ

支
し

援
えん

法
ほう

施
し

行
こう

と同
どう

時
じ

期
き

の平
へい

成
せい

17年
ねん

度
ど

から、   

障
しょう

害
がい

者
しゃ

施
し

策
さく

推
すい

進
しん

協
きょう

議
ぎ

会
かい

の部
ぶ

会
かい

として「発
はっ

達
たつ

障
しょう

害
がい

検
けん

討
とう

委
い

員
いん

会
かい

（以
い

下
か

、「検
けん

討
とう

委
い

員
いん

会
かい

」と表
ひょう

記
き

）」

を設
せっ

置
ち

し、支
し

援
えん

体
たい

制
せい

の整
せい

備
び

に取
と

り組
く

んできた。 

 これまで当
とう

検
けん

討
とう

委
い

員
いん

会
かい

では、ラ
ら

イ
い

フ
ふ

ス
す

テ
て

ー
ー

ジ
じ

ごとの検
けん

討
とう

を行
おこな

い、乳
にゅう

幼
よう

児
じ

期
き

・学
がく

齢
れい

期
き

・学
がく

齢
れい

後
こう

期
き

・青
せい

年
ねん

期
き

ごとの課
か

題
だい

や、各
かく

期
き

のつなぎ等
とう

について議
ぎ

論
ろん

を行
おこな

ってきた。 

 これらの議
ぎ

論
ろん

を踏
ふ

まえ、学
がく

齢
れい

後
こう

期
き

の相
そう

談
だん

支
し

援
えん

機
き

関
かん

（くらす）の設
せっ

置
ち

、生
せい

活
かつ

ア
あ

セ
せ

ス
す

メ
め

ン
ん

ト
と

付
つ

き

住
じゅう

宅
たく

での一人
ひ と り

暮
ぐ

らし支
し

援
えん

、地
ち

域
いき

支
し

援
えん

マ
ま

ネ
ね

ジ
じ

ャ
ゃ

ー
ー

等
とう

、多
おお

くの事
じ

業
ぎょう

が施
し

策
さく

としてス
す

タ
た

ー
ー

ト
と

した。 

 

(２) 現
げん

状
じょう

認
にん

識
しき

と求
もと

められる取
とり

組
くみ

 

一
いっ

方
ぽう

で、これまでの議
ぎ

論
ろん

や、次
つぎ

の資
し

料
りょう

等
とう

に示
しめ

されるように、発
はっ

達
たつ

障
しょう

害
がい

とくに「軽
けい

度
ど

の知
ち

的
てき

な

遅
おく

れを伴
ともな

う、あるいは知
ち

的
てき

な遅
おく

れを伴
ともな

わない発
はっ

達
たつ

障
しょう

害
がい

児
じ

・者
しゃ

」の大
おお

幅
はば

な増
ぞう

加
か

（※１）に対
たい

し、

従
じゅう

来
らい

の障
しょう

害
がい

福
ふく

祉
し

・教
きょう

育
いく

等
とう

施
し

策
さく

では、十
じゅう

分
ぶん

に対
たい

応
おう

できていない現
げん

状
じょう

（※２）となっており、こ

れらの課
か

題
だい

に対
たい

する大
おお

幅
はば

な再
さい

構
こう

築
ちく

が求
もと

められている。 

こうした現
げん

状
じょう

認
にん

識
しき

に基
もと

づき、これまでのラ
ら

イ
い

フ
ふ

ス
す

テ
て

ー
ー

ジ
じ

ごとの議
ぎ

論
ろん

を踏
ふ

まえた上
うえ

で、ラ
ら

イ
い

フ
ふ

ス
す

テ
て

ー
ー

ジ
じ

全
ぜん

般
ぱん

に渡
わた

る総
そう

合
ごう

的
てき

な支
し

援
えん

についての検
けん

討
とう

が必
ひつ

要
よう

であると考
かんが

えた。 

 

  （※１・２）に関
かん

する基
き

礎
そ

情
じょう

報
ほう

： 【参
さん

考
こう

資
し

料
りょう

３】。                     

 

 

２ 平
へい

成
せい

30年
ねん

度
ど

 検
けん

討
とう

委
い

員
いん

会
かい

での議
ぎ

論
ろん

 

今
こん

期
き

の検
けん

討
とう

委
い

員
いん

会
かい

では、上
じょう

記
き

の現
げん

状
じょう

認
にん

識
しき

等
とう

を踏
ふ

まえ、「軽
けい

度
ど

の知
ち

的
てき

な遅
おく

れを伴
ともな

う、あるいは知
ち

的
てき

な遅
おく

れを伴
ともな

わない発
はっ

達
たつ

障
しょう

害
がい

児
じ

・者
しゃ

」について、改
あらた

めてラ
ら

イ
い

フ
ふ

ス
す

テ
て

ー
ー

ジ
じ

全
ぜん

般
ぱん

に渡
わた

る課
か

題
だい

整
せい

理
り

と、

施
し

策
さく

の方
ほう

向
こう

性
せい

に関
かん

する議
ぎ

論
ろん

を行
おこな

った。 

 

(１)  検
けん

討
とう

の経
けい

過
か

  

■ 第
だい

45回
かい

（平
へい

成
せい

30年
ねん

11月
がつ

１日
にち

）  現
げん

状
じょう

認
にん

識
しき

の共
きょう

有
ゆう

と課
か

題
だい

抽
ちゅう

出
しゅつ

 

「軽
けい

度
ど

の知
ち

的
てき

な遅
おく

れを伴
ともな

う、あるいは知
ち

的
てき

な遅
おく

れを伴
ともな

わない発
はっ

達
たつ

障
しょう

害
がい

児
じ

・者
しゃ

」の大
おお

幅
はば

な

増
ぞう

加
か

に対
たい

し、従
じゅう

来
らい

の障
しょう

害
がい

福
ふく

祉
し

・教
きょう

育
いく

等
とう

施
し

策
さく

では、十
じゅう

分
ぶん

に対
たい

応
おう

できていない現
げん

状
じょう

について

の認
にん

識
しき

を共
きょう

有
ゆう

した。 

その上
うえ

で、「『軽
けい

度
ど

の知
ち

的
てき

な遅
おく

れを伴
ともな

う、あるいは知
ち

的
てき

な遅
おく

れを伴
ともな

わない発
はっ

達
たつ

障
しょう

害
がい

児
じ

・

者
しゃ

』が地
ち

域
いき

で自
じ

立
りつ

した生
せい

活
かつ

を送
おく

るための課
か

題
だい

、および必
ひつ

要
よう

な支
し

援
えん

について」をテ
て

ー
ー

マ
ま

に、

課
か

題
だい

抽
ちゅう

出
しゅつ

のためのデ
で

ィ
ぃ

ス
す

カ
か

ッ
っ

シ
し

ョ
ょ

ン
ん

を行
おこな

った。 

 

■ 第
だい

46回
かい

（平
へい

成
せい

30年
ねん

12月
がつ

18日
にち

） 施
し

策
さく

展
てん

開
かい

の方
ほう

向
こう

性
せい

検
けん

討
とう

 

 抽
ちゅう

出
しゅつ

された課
か

題
だい

について、事
じ

務
む

局
きょく

で分
ぶん

類
るい

・整
せい

理
り

した内
ない

容
よう

の精
せい

査
さ

を行
おこな

った。 

    また、これらの事
じ

項
こう

のうち、特
とく

に喫
きっ

緊
きん

の課
か

題
だい

として早
さっ

急
きゅう

に改
かい

善
ぜん

すべきものと、中長期的
ちゅうちょうきてき

な

視
し

点
てん

で施
し

策
さく

を検
けん

討
とう

すべきものの整
せい

理
り

を行
おこな

った。  
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■ 第
だい

47回
かい

（平
へい

成
せい

31年
ねん

２月
がつ

27日
にち

）  施
し

策
さく

展
てん

開
かい

の方
ほう

向
こう

性
せい

確
かく

立
りつ

 

    施
し

策
さく

展
てん

開
かい

の方
ほう

向
こう

性
せい

について確
かく

認
にん

するとともに、横
よこ

浜
はま

市
し

施
し

策
さく

推
すい

進
しん

協
きょう

議
ぎ

会
かい

への報
ほう

告
こく

・意
い

見
けん

内
ない

容
よう

について精
せい

査
さ

を行
おこな

った。 

 

(２)  検
けん

討
とう

委
い

員
いん

会
かい

での主
おも

な意
い

見
けん

 

➢ 発
はっ

達
たつ

障
しょう

害
がい

施
し

策
さく

の大
おお

幅
はば

な再
さい

構
こう

築
ちく

が必
ひつ

要
よう

であり、これらに関
かん

する検
けん

討
とう

を深
ふか

め、具
ぐ

体
たい

的
てき

な施
し

策
さく

に結
むす

びつけていく必
ひつ

要
よう

がある。 

➢ 地
ち

域
いき

社
しゃ

会
かい

における共
きょう

生
せい

を実
じつ

現
げん

するために、社
しゃ

会
かい

全
ぜん

体
たい

への普
ふ

及
きゅう

啓
けい

発
はつ

を行
おこな

っていくことを、

基
き

本
ほん

理
り

念
ねん

として前
ぜん

提
てい

に置
お

くと良
よ

いのではないか。 

➢ 再
さい

構
こう

築
ちく

にあたっては、支
し

援
えん

主
しゅ

体
たい

ごとの役
やく

割
わり

を明
めい

確
かく

にし、相
そう

互
ご

に連
れん

携
けい

し補
ほ

完
かん

しあうことで、

効
こう

率
りつ

的
てき

・効
こう

果
か

的
てき

に機
き

能
のう

させていく必
ひつ

要
よう

がある。 

➢ 支
し

援
えん

体
たい

制
せい

の中
なか

で中
ちゅう

心
しん

的
てき

な役
やく

割
わり

を果
は

たす機
き

関
かん

を明
めい

確
かく

化
か

し、その上
うえ

で連
れん

携
けい

の仕
し

組
く

みを考
かんが

える

必
ひつ

要
よう

がある。 

➢ 発
はっ

達
たつ

障
しょう

害
がい

児
じ

・者
しゃ

に特
とっ

化
か

した、専
せん

門
もん

性
せい

の高
たか

い人
じん

材
ざい

の育
いく

成
せい

と、発
はっ

達
たつ

障
しょう

害
がい

のある人
ひと

を取
と

り巻
ま

く周
しゅう

囲
い

全
ぜん

般
ぱん

が、必
ひつ

要
よう

な理
り

解
かい

と適
てき

切
せつ

な対
たい

応
おう

を身
み

に付
つ

けることが重
じゅう

要
よう

である。 

➢ 再
さい

構
こう

築
ちく

にあたっては、福
ふく

祉
し

分
ぶん

野
や

と教
きょう

育
いく

分
ぶん

野
や

の連
れん

携
けい

が重
じゅう

要
よう

であり、具体的
ぐ た い て き

で新
あら

たな工夫
く ふ う

が

必要
ひつよう

となる。 

 

 

３ 前
ぜん

提
てい

となる理
り

念
ねん

 

  検
けん

討
とう

委
い

員
いん

会
かい

からの意
い

見
けん

を提
てい

示
じ

するにあたっては、次
つぎ

に掲
かか

げる理
り

念
ねん

等
とう

が前
ぜん

提
てい

となっている。 

 

【障
しょう

害
がい

者
しゃ

権
けん

利
り

条
じょう

約
やく

の批
ひ

准
じゅん

と国
こく

内
ない

法
ほう

の整
せい

備
び

】 

● 「障
しょう

害
がい

者
しゃ

権
けん

利
り

条
じょう

約
やく

」とは 

 障
しょう

害
がい

者
しゃ

の人
じん

権
けん

及
およ

び基
き

本
ほん

的
てき

自
じ

由
ゆう

の享
きょう

有
ゆう

を確
かく

保
ほ

し、障
しょう

害
がい

者
しゃ

の固
こ

有
ゆう

の尊
そん

厳
げん

の尊
そん

重
ちょう

を促
そく

進
しん

すること

を目
もく

的
てき

として、障
しょう

害
がい

者
しゃ

の権
けん

利
り

の実
じつ

現
げん

のための措
そ

置
ち

等
とう

について定
さだ

める条
じょう

約
やく

。 

平
へい

成
せい

18（2006）年
ねん

12月
がつ

の国
こく

連
れん

総
そう

会
かい

において採
さい

択
たく

され、平
へい

成
せい

20（2008）年
ねん

に発
はっ

効
こう

された。 

 

 ● 条
じょう

約
やく

批
ひ

准
じゅん

に向
む

けた国
こく

内
ない

法
ほう

の整
せい

備
び

 

   日
に

本
ほん

では、平
へい

成
せい

19（2007）年
ねん

に条
じょう

約
やく

に署
しょ

名
めい

した後
あと

、締
てい

結
けつ

に先
さき

立
だ

ち、国
こく

内
ない

法
ほう

の整
せい

備
び

をはじめと

する制
せい

度
ど

改
かい

革
かく

を進
すす

めた。 

  

・ 平
へい

成
せい

23（2011）年
ねん

 障
しょう

害
がい

者
しゃ

基
き

本
ほん

法
ほう

の改
かい

正
せい

 

・ 平
へい

成
せい

24（2012）年
ねん

 障
しょう

害
がい

者
しゃ

総
そう

合
ごう

支
し

援
えん

法
ほう

の成
せい

立
りつ

 

・ 平
へい

成
せい

25（2013）年
ねん

 障
しょう

害
がい

者
しゃ

差
さ

別
べつ

解
かい

消
しょう

法
ほう

の成
せい

立
りつ

、及
およ

び障
しょう

害
がい

者
しゃ

雇
こ

用
よう

促
そく

進
しん

法
ほう

の改
かい

正
せい

 

・ 平
へい

成
せい

28（2016）年
ねん

 障
しょう

害
がい

者
しゃ

差
さ

別
べつ

解
かい

消
しょう

法
ほう

の施
せ

行
こう

 

  

   これらの法
ほう

整
せい

備
び

により、一
ひと

通
とお

りの国
こく

内
ない

の障
しょう

害
がい

者
しゃ

制
せい

度
ど

の充
じゅう

実
じつ

がなされたことから、平
へい

成
せい

26

（2014）年
ねん

１月
がつ

に、日
に

本
ほん

での条
じょう

約
やく

批
ひ

准
じゅん

に至
いた

った。 
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【障
しょう

害
がい

の「社
しゃ

会
かい

モ
も

デ
で

ル
る

」と「合
ごう

理
り

的
てき

配
はい

慮
りょ

」】 

  ● 障
しょう

害
がい

者
しゃ

権
けん

利
り

条
じょう

約
やく

において 

  障
しょう

害
がい

者
しゃ

権
けん

利
り

条
じょう

約
やく

では、障
しょう

害
がい

者
しゃ

が日
にち

常
じょう

・社
しゃ

会
かい

生
せい

活
かつ

で受
う

ける制
せい

限
げん

は、心
しん

身
しん

の機
き

能
のう

のみならず、

社
しゃ

会
かい

における様
さま

々
ざま

な障
しょう

壁
へき

と相
そう

対
たい

することによって生
しょう

ずるという、いわゆる「社
しゃ

会
かい

モ
も

デ
で

ル
る

」の

考
かんが

え方
かた

が反
はん

映
えい

されている。 

また第
だい

２条
じょう

（定
てい

義
ぎ

）では、障
しょう

害
がい

者
しゃ

の人
じん

権
けん

と基
き

本
ほん

的
てき

自
じ

由
ゆう

を確
かく

保
ほ

するための「必
ひつ

要
よう

かつ適
てき

当
とう

な

変
へん

更
こう

及
およ

び調
ちょう

整
せい

」であって、「均
きん

衡
こう

を失
しっ

した又
また

は過
か

度
ど

の負
ふ

担
たん

を課
か

さないもの」を「合
ごう

理
り

的
てき

配
はい

慮
りょ

」

と定
てい

義
ぎ

している。そして、「合
ごう

理
り

的
てき

配
はい

慮
りょ

の否
ひ

定
てい

」も「障
しょう

害
がい

に基
もと

づく差
さ

別
べつ

」であるとされた。 

さらに第
だい

５条
じょう

（平
びょう

等
どう

及
およ

び無
む

差
さ

別
べつ

）では、障
しょう

害
がい

に基
もと

づくあらゆる差
さ

別
べつ

を禁
きん

止
し

することや、合
ごう

理
り

的
てき

配
はい

慮
りょ

の提
てい

供
きょう

が確
かく

保
ほ

されるための適
てき

当
とう

な措
そ

置
ち

をとることを求
もと

めている。 

   

  ● 国
こく

内
ない

での動
うご

き 

 これに関
かん

し、平
へい

成
せい

16（2004）年
ねん

の障
しょう

害
がい

者
しゃ

基
き

本
ほん

法
ほう

の改
かい

正
せい

において、障
しょう

害
がい

者
しゃ

差
さ

別
べつ

の禁
きん

止
し

を基
き

本
ほん

的
てき

理
り

念
ねん

として明
めい

示
じ

した。 

さらに、平
へい

成
せい

23（2011）年
ねん

の同
どう

法
ほう

改
かい

正
せい

時
じ

には、第
だい

２条
じょう

（定
てい

義
ぎ

）において、障
しょう

害
がい

者
しゃ

とは「障
しょう

害
がい

及
およ

び社
しゃ

会
かい

的
てき

障
しょう

壁
へき

により継
けい

続
ぞく

的
てき

に日
にち

常
じょう

生
せい

活
かつ

又
また

は社
しゃ

会
かい

生
せい

活
かつ

に相
そう

当
とう

な制
せい

限
げん

を受
う

ける状
じょう

態
たい

にある

ものをいう」と定
てい

義
ぎ

した。また第
だい

４条
じょう

（差
さ

別
べつ

の禁
きん

止
し

）では、社
しゃ

会
かい

的
てき

障
しょう

壁
へき

の除
じょ

去
きょ

について、「実
じっ

施
し

に伴
ともな

う負
ふ

担
たん

が過
か

重
じゅう

でないとき」には、「必
ひつ

要
よう

かつ合
ごう

理
り

的
てき

な配
はい

慮
りょ

がされなければならない」

ことが規
き

定
てい

された。 

さらに、第
だい

４条
じょう

の理
り

念
ねん

（差
さ

別
べつ

の禁
きん

止
し

）を具
ぐ

体
たい

化
か

するものとして、平
へい

成
せい

28（2016）年
とし

に「障
しょう

害
がい

者
しゃ

差
さ

別
べつ

解
かい

消
しょう

法
ほう

」が施
し

行
こう

された。 

 

 

 【地
ち

域
いき

社
しゃ

会
かい

における共
きょう

生
せい

】 

  ● 障
しょう

害
がい

者
しゃ

権
けん

利
り

条
じょう

約
やく

において 

  条
じょう

約
やく

の第
だい

19条
じょう

（自
じ

立
りつ

した生
せい

活
かつ

及
およ

び地
ち

域
いき

社
しゃ

会
かい

への包
ほう

容
よう

）では、全
すべ

ての障
しょう

害
がい

者
しゃ

が、他
ほか

の者
もの

と同
おな

じように地
ち

域
いき

社
しゃ

会
かい

で生
せい

活
かつ

する権
けん

利
り

を有
ゆう

することや、障
しょう

害
がい

者
しゃ

が社
しゃ

会
かい

に参
さん

加
か

し、包
ほう

容
よう

されること

の促
そく

進
しん

について記
しる

されている。 

   

  ● 国
こく

内
ない

での動
うご

き 

  これに関
かん

し、平
へい

成
せい

23（2011）年
ねん

の障
しょう

害
がい

者
しゃ

基
き

本
ほん

法
ほう

の改
かい

正
せい

では、第
だい

１条
じょう

（目
もく

的
てき

）において、「全
すべ

ての国
こく

民
みん

が、障
しょう

害
がい

の有
う

無
む

によって分
わ

け隔
へだ

てられることなく、相
そう

互
ご

に人
じん

格
かく

と個
こ

性
せい

を尊
そん

重
ちょう

し合
あ

い

ながら共
きょう

生
せい

する社
しゃ

会
かい

を実
じつ

現
げん

するため」と規
き

定
てい

した。 

さらに、第
だい

３条
じょう

（地
ち

域
いき

社
しゃ

会
かい

における共
きょう

生
せい

等
とう

）において、障害
しょうがい

の有
う

無
む

にかかわらず共
きょう

生
せい

する

社
しゃ

会
かい

の実
じつ

現
げん

を図
はか

るに当
あ

たって旨
むね

とするべき事
じ

項
こう

として、改
かい

正
せい

前
まえ

から定
さだ

められていた「あらゆ

る分
ぶん

野
や

の活
かつ

動
どう

に参
さん

加
か

する機
き

会
かい

の確
かく

保
ほ

（１項
こう

）」を規
き

定
てい

するとともに、新
あら

たに、「地
ち

域
いき

社
しゃ

会
かい

にお

ける共
きょう

生
せい

（２項
こう

）」「コ
こ

ミ
み

ュ
ゅ

ニ
に

ケ
け

ー
ー

シ
し

ョ
ょ

ン
ん

手
しゅ

段
だん

の選
せん

択
たく

の機
き

会
かい

の確
かく

保
ほ

（３項
こう

）」を規
き

定
てい

した。 
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【イ
い

ン
ん

ク
く

ル
る

ー
ー

ジ
じ

ョ
ょ

ン
ん

の理
り

念
ねん

の浸
しん

透
とう

】 

● 平
へい

成
せい

６（1994）年
ねん

 ユ
ゆ

ネ
ね

ス
す

コ
こ

「特
とく

別
べつ

なニ
に

ー
ー

ズ
ず

教
きょう

育
いく

に関
かん

する世
せ

界
かい

会
かい

議
ぎ

」（サ
さ

ラ
ら

マ
ま

ン
ん

カ
か

宣
せん

言
げん

） 

※ 「サラマンカ
さ ら ま ん か

宣言
せんげん

」とは 

『世
せ

界
かい

の教
きょう

育
いく

は、障
しょう

害
がい

のあるなしにかかわらず、すべての子
こ

どもたち一人
ひ と り

ひとりのニ
に

ー
ー

ズ
ず

に対応
たいおう

し、なおかつ同年齢
どうねんれい

の子
こ

どもたちを一体
いったい

とする場
ば

で教育
きょういく

すべき』
」

。 

 

→ すべての子
こ

どもたちの教
きょう

育
いく

的
てき

ニ
に

ー
ー

ズ
ず

をとらえた上
うえ

で、そのニ
に

ー
ー

ズ
ず

に応
おう

じた教
きょう

育
いく

を分
わ

け

隔
へだ

てのない場
ば

で実
じっ

践
せん

することを求
もと

めているこの考
かんが

え方
かた

が、「すべての子
こ

どもたちを一
いっ

体
たい

として包
つつ

み込
こ

む教
きょう

育
いく

」、すなわち「イ
い

ン
ん

ク
く

ル
る

ー
ー

ジ
じ

ョ
ょ

ン
ん

」の考
かんが

え方
かた

とされる。 

	

【イ
い

ン
ん

ク
く

ル
る

ー
ー

シ
し

ブ
ぶ

教
きょう

育
いく

シ
し

ス
す

テ
て

ム
む

の構
こう

築
ちく

】 

● 平
へい

成
せい

24（2012）年
ねん

 共
きょう

生
せい

社
しゃ

会
かい

の形
けい

成
せい

に向
む

けたイ
い

ン
ん

ク
く

ル
る

ー
ー

シ
し

ブ
ぶ

教
きょう

育
いく

シ
し

ス
す

テ
て

ム
む

構
こう

築
ちく

のための特
とく

別
べつ

支
し

援
えん

教
きょう

育
いく

の推
すい

進
しん

（報
ほう

告
こく

）（文
もん

部
ぶ

科
か

学
がく

省
しょう

） 

※ 共
きょう

生
せい

社
しゃ

会
かい

の形
けい

成
せい

に向
む

けて	

・ 「共
きょう

生
せい

社
しゃ

会
かい

」とは、これまで必
かなら

ずしも十
じゅう

分
ぶん

に社
しゃ

会
かい

参
さん

加
か

できるような環
かん

境
きょう

になかった障
しょう

害
がい

者
しゃ

等
とう

が、積
せっ

極
きょく

的
てき

に参
さん

加
か

・貢
こう

献
けん

していくことができる社会
しゃかい

である。	

・ 誰
だれ

もが相
そう

互
ご

に人
じん

格
かく

と個
こ

性
せい

を尊
そん

重
ちょう

し支
ささ

え合
あ

い、人々
ひとびと

の多
た

様
よう

な在
あ

り方
かた

を相
そう

互
ご

に認
みと

め合
あ

える全
ぜん

員
いん

参
さん

加
か

型
がた

の社
しゃ

会
かい

である。	

・ イ
い

ン
ん

ク
く

ル
る

ー
ー

シ
し

ブ
ぶ

教
きょう

育
いく

シ
し

ス
す

テ
て

ム
む

とは、人
にん

間
げん

の多
た

様
よう

性
せい

の尊
そん

重
ちょう

等
とう

の強化
きょうか

、障
しょう

害
がい

者
しゃ

が精
せい

神
しん

的
てき

およ

び身
しん

体
たい

的
てき

な能
のう

力
りょく

等
とう

を可
か

能
のう

な最
さい

大
だい

限
げん

度
ど

まで発
はっ

達
たつ

させ、自
じ

由
ゆう

な社
しゃ

会
かい

に効
こう

果
か

的
てき

に参
さん

加
か

することを

可
か

能
のう

とするとの目
もく

的
てき

の下
もと

、障
しょう

害
がい

のある者
もの

と障害
しょうがい

のない者
もの

が共
とも

に学
まな

ぶ仕
し

組
く

みであり、障
しょう

害
がい

の

ある者
もの

が教育
きょういく

制
せい

度
ど

一
いっ

般
ぱん

から排
はい

除
じょ

されないこと、自己
じ こ

の生
せい

活
かつ

する地
ち

域
いき

において初
しょ

等
とう

中
ちゅう

等
とう

教育
きょういく

の機
き

会
かい

が与
あた

えられること、個
こ

人
じん

に必
ひつ

要
よう

な「合
ごう

理
り

的
てき

配
はい

慮
りょ

」が提
てい

供
きょう

されること等
とう

が必
ひつ

要
よう

とされ

ている。 

・ イ
い

ン
ん

ク
く

ル
る

ー
ー

シ
し

ブ
ぶ

教
きょう

育
いく

シ
し

ス
す

テ
て

ム
む

においては、同
おな

じ場
ば

で共
とも

に学
まな

ぶことを追
つい

求
きゅう

するとともに、

個
こ

別
べつ

の教
きょう

育
いく

的
てき

ニ
に

ー
ー

ズ
ず

のある幼
よう

児
じ

児
じ

童
どう

生
せい

徒
と

に対
たい

して、自
じ

立
りつ

と社
しゃ

会
かい

参
さん

加
か

を見
み

据
す

えて、その時点
じ て ん

で教
きょう

育
いく

的
てき

ニ
に

ー
ー

ズ
ず

に最
もっと

も的
てき

確
かく

に応
こた

える指
し

導
どう

を提
てい

供
きょう

できる、多
た

様
よう

で柔
じゅう

軟
なん

な仕
しく

組みを整
せい

備
び

する。 

・ 小
しょう

・中
ちゅう

学校
がっこう

における通常
つうじょう

の学級
がっきゅう

、通級
つうきゅう

による指導
し ど う

、特別
とくべつ

支援
し え ん

学級
がっきゅう

、特別
とくべつ

支援
し え ん

学校
がっこう

といっ

た連続性
れんぞくせい

のある「多様
た よ う

な学
まな

びの場
ば

」を用意
よ う い

しておく。 

・ 基
き

本
ほん

的
てき

な方
ほう

向
こう

性
せい

としては、障
しょう

害
がい

のある子
こ

どもと障
しょう

害
がい

のない子
こ

どもが、できるだけ同
おな

じ場
ば

で共
とも

に学
まな

ぶことを目
め

指
ざ

すべきである。その場
ば

合
あい

には、それぞれの子
こ

どもが、授
じゅ

業
ぎょう

内
ない

容
よう

が分
わ

かり学
がく

習
しゅう

活
かつ

動
どう

に参
さん

加
か

している実
じっ

感
かん

・達
たっ

成
せい

感
かん

を持
も

ちながら、充
じゅう

実
じつ

した時
じ

間
かん

を過
す

ごしつつ、生
い

きる力
ちから

を身
み

につけていけるかどうか、これが最
もっと

も本
ほん

質
しつ

的
てき

な視点
し て ん

であり、そのための環境
かんきょう

整
せい

備
び

が必
ひつ

要
よう

である。 

 

今
こん

後
ご

の、本
ほん

市
し

の発
はっ

達
たつ

障
しょう

害
がい

の施
し

策
さく

展
てん

開
かい

にあたっては、こうした理
り

念
ねん

を前
ぜん

提
てい

に、広
ひろ

く社
しゃ

会
かい

全
ぜん

体
たい

に浸
しん

透
とう

するよう、継
けい

続
ぞく

的
てき

な普
ふ

及
きゅう

・啓
けい

発
はつ

に取
と

り組
く

む必
ひつ

要
よう

がある。 
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４ 課
か

題
だい

の解
かい

決
けつ

に向
む

けた意
い

見
けん

 

(１)  対象
たいしょう

 

今
こん

回
かい

の意
い

見
けん

に関
かん

し、対象
たいしょう

を「軽
けい

度
ど

の知的
ち て き

な遅
おく

れを伴
ともな

う、あるいは知的
ち て き

な遅
おく

れを伴
ともな

わない発
はっ

達
たつ

障
しょう

害
がい

児
じ

・者
しゃ

」と定
さだ

める。 

 

※ 対
たい

象
しょう

を限
げん

定
てい

した理
り

由
ゆう

は、【参
さん

考
こう

資料
しりょう

３】で示
しめ

した基
き

礎
そ

情
じょう

報
ほう

等
とう

により、「軽
けい

度
ど

の知
ち

的
てき

な遅
おく

れを

伴
ともな

う、あるいは知
ち

的
てき

な遅
おく

れを伴
ともな

わない発
はっ

達
たつ

障
しょう

害
がい

児
じ

・者
しゃ

」の数
かず

が特
とく

に大
おお

きく増
ぞう

加
か

しているこ

とで、 従
じゅう

来
らい

の施
し

策
さく

では 十
じゅう

分
ぶん

に対
たい

応
おう

できない 状
じょう

況
きょう

が 生
しょう

じていると 考
かんが

えたためである。 

 

(２)  目的
もくてき

 

本
ほん

人
にん

の生
い

きづらさに寄
よ

り添
そ

うために、全
すべ

てのラ
ら

イ
い

フ
ふ

ス
す

テ
て

ー
ー

ジ
じ

において、多
た

様
よう

な支
し

援
えん

の実
じっ

施
し

主
しゅ

体
たい

により、包
ほう

括
かつ

的
てき

で切
き

れ目
め

のない支
し

援
えん

を受
う

けられる社
しゃ

会
かい

を実
じつ

現
げん

すること。 

 

なお、この実現
じつげん

にあたっては、次
つぎ

の（ア
あ

・イ
い

）の視点
し て ん

に留意
りゅうい

すべきである。 

 

ア
あ

 役割
やくわり

分担
ぶんたん

と連携
れんけい

 

● 支援
し え ん

の実施
じ っ し

主体
しゅたい

ごとの役割
やくわり

分担
ぶんたん

を明確
めいかく

にし、それぞれの強
つよ

みを生
い

かして連
れん

携
けい

し合
あ

うこ

とで、重層的
じゅうそうてき

・包括的
ほうかつてき

な支援
し え ん

体制
たいせい

を構築
こうちく

する必要
ひつよう

がある。 

● 縦
たて

軸
じく

の連
れん

携
けい

（ラ
ら

イ
い

フ
ふ

ス
す

テ
て

ー
ー

ジ
じ

ごとの切
き

れ目
め

のない連
れん

携
けい

）、及
およ

び横
よこ

軸
じく

の連
れん

携
けい

（支
し

援
えん

主
しゅ

体
たい

ご

との連
れん

携
けい

）の両
りょう

方
ほう

が必
ひつ

要
よう

である。 

● 公民
こうみん

の役割
やくわり

分担
ぶんたん

、共助
きょうじょ

・自助
じ じ ょ

など、実施
じ っ し

主体
しゅたい

ごとの役割
やくわり

を明確
めいかく

にし、相互
そ う ご

に連携
れんけい

し

補完
ほ か ん

し合
あ

うことにより、効
こう

果
か

的
てき

・効
こう

率
りつ

的
てき

な支
し

援
えん

を行
おこな

うことが必
ひつ

要
よう

である。 

● 支
し

援
えん

体
たい

制
せい

の中
なか

で中
ちゅう

心
しん

的
てき

な役
やく

割
わり

を果
は

たす機
き

関
かん

を明
めい

確
かく

化
か

し、その上
うえ

で連
れん

携
けい

の仕
し

組
く

みを考
かんが

え

ることが重
じゅう

要
よう

である。 

● 「家
か

庭
てい

と教
きょう

育
いく

と福
ふく

祉
し

の連
れん

携
けい

※」に基
もと

づき、地
ち

域
いき

社
しゃ

会
かい

において、切
き

れ目
め

のない支援
し え ん

体制
たいせい

整
せい

備
び

が求
もと

められる。 

● それぞれの支
し

援
えん

主
しゅ

体
たい

が、具
ぐ

体
たい

的
てき

で新
あら

たな工
く

夫
ふう

を行
おこな

うことによる、実
じっ

効
こう

性
せい

の担
たん

保
ぽ

が求
もと

め

られている。 

※ 平
へい

成
せい

30年
ねん

５月
がつ

24日
にち

 30文
もん

科
か

初
はつ

第
だい

357号
ごう

・障
しょう

発
はつ

0524第
だい

２号
ごう

「教育
きょういく

と福祉
ふ く し

の一層
いっそう

の連携
れんけい

等
とう

の推進
すいしん

について（通知
つ う ち

）」【参考
さんこう

資料
しりょう

４】。 

 

イ
い

 気
き

づきの促
そく

進
しん

と未
み

来
らい

に繋
つな

がる支
し

援
えん

（Right
ら い と

 time
た い む

 ＆
あんど

 Bright
ぶ ら い と

 life
ら い ふ

） 

● いかなるライフステージ
ら い ふ す て ー じ

においても、生
い

きづらさが生
しょう

じる前
まえ

、あるいは生
しょう

じたとき

に、本
ほん

人
にん

や保
ほ

護
ご

者
しゃ

・家
か

族
ぞく

、あるいは周囲
しゅうい

の人々
ひとびと

が早期
そ う き

にそれに気
き

づき、速
すみ

やかに適切
てきせつ

な

支
し

援
えん

に結
むす

び付
つ

くことができる体
たい

制
せい

の構
こう

築
ちく

が必
ひつ

要
よう

である。 

● その人
ひと

にとって適
てき

切
せつ

なタ
た

イ
い

ミ
み

ン
ん

グ
ぐ

（Right
ら い と

 time
た い む

）で生
せい

活
かつ

のしづらさに気
き

づき、支
し

援
えん

を重
かさ

ねることが出
で

来
き

れば、その人
ひと

にとって明
あか

るい人
じん

生
せい

・未
み

来
らい

（Bright
ぶ ら い と

 life
ら い ふ

）に繋
つな

がっていくと

考
かんが

える。 
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※ 横浜市
よ こ は ま し

では、ライフステージ
ら い ふ す て ー じ

における早
はや

い段階
だんかい

で障害
しょうがい

を発見
はっけん

し、療育
りょういく

に結
むず

び付
つ

ける

「早
そう

期
き

発
はっ

見
けん

・早期療育
そうきりょういく

」の理
り

念
ねん

を掲
かか

げてきた。 

これに対
たい

し、発
はっ

達
たつ

障
しょう

害
がい

に関
かん

しては、生
い

きづらさがいかなるライフステージ
ら い ふ す て ー じ

において

生
しょう

じた場合
ば あ い

でも、適切
てきせつ

な時期
じ き

に本人
ほんにん

等
とう

が気
き

づき、支援
し え ん

につながることの重要性
じゅうようせい

を示
しめ

すた

めに、イ
い

の視
し

点
てん

を示
しめ

した。 

発達障害施策
はったつしょうがいしさく

の再
さい

構
こう

築
ちく

にあたっては、「早
そう

期
き

発
はっ

見
けん

・早
そう

期
き

療育
りょういく

」と併
あわ

せて、この視点
し て ん

に

も留
りゅう

意
い

すべきである。  
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(３)  意見
い け ん

内容
ないよう

 

横浜市
よ こ は ま し

における、発達
はったつ

障害
しょうがい

に関
かん

する、医療
いりょう

・福祉
ふ く し

・教育
きょういく

等
とう

施策
し さ く

を、次
つぎ

に掲
かか

げる６大
だい

項
こう

目
もく

・15

小
しょう

項
こう

目
もく

の方
ほう

向
こう

性
せい

に基
もと

づき、再
さい

構
こう

築
ちく

を行
おこな

うべきである。 

 
※ 【参考資料

さんこうしりょう

５】において、今
こん

後
ご

具
ぐ

体
たい

的
てき

な施
し

策
さく

展
てん

開
かい

を 行
おこな

う際
さい

の目
め

安
やす

として、大項目
だいこうもく

・小項目
しょうこうもく

に対
たい

応
おう

する、「対
たい

象
しょう

となる機
き

関
かん

、および主
おも

な担
にな

い手
て

候
こう

補
ほ

となる機
き

関
かん

」を参
さん

考
こう

として付
ふ

記
き

した。 

 
 

 
 

 

○ 本人
ほんにん

がその人
ひと

らしく生きる
い

ための支援
し え ん

の充実
じゅうじつ

。 

○ 当
とう

事
じ

者
しゃ

の居
い

場
ば

所
しょ

の充
じゅう

実
じつ

。 

○ 二
に

次
じ

障
しょう

害
がい

（引
ひ

きこもり等
とう

）への対
たい

応
おう

力
りょく

向
こう

上
じょう

。 

○ 成
せい

人
じん

期
き

の課
か

題
だい

に対
たい

する、本
ほん

人
にん

支
し

援
えん

の充
じゅう

実
じつ

。 
 

 

○ 保
ほ

護
ご

者
しゃ

及
およ

び家
か

族
ぞく

に対
たい

する支
し

援
えん

の充
じゅう

実
じつ

。 
 

 

○ 支
し

援
えん

機
き

関
かん

の役
やく

割
わり

分
ぶん

担
たん

の明
めい

確
かく

化
か

等
とう

による、効
こう

果
か

的
てき

・効
こう

率
りつ

的
てき

な対
たい

応
おう

。 

○ ラ
ら

イ
い

フ
ふ

ス
す

テ
て

ー
ー

ジ
じ

を通
とお

し、切
き

れ目
め

のない支
し

援
えん

を行
おこな

うための、コ
こ

ー
ー

デ
で

ィ
ぃ

ネ
ね

ー
ー

ト
と

機
き

能
のう

の強
きょう

化
か

。 

○ 医
い

療
りょう

と福
ふく

祉
し

の連
れん

携
けい

強
きょう

化
か

とネ
ね

ッ
っ

ト
と

ワ
わ

ー
ー

ク
く

の拡
かく

充
じゅう

。 

○ サ
さ

ー
ー

ビ
び

ス
す

情
じょう

報
ほう

提
てい

供
きょう

シ
し

ス
す

テ
て

ム
む

の充
じゅう

実
じつ

。 
 

 

○ 就
しゅう

学
がく

前
まえ

の対
たい

象
しょう

者
しゃ

数
かず

増
ぞう

加
か

に対
たい

する、支
し

援
えん

体
たい

制
せい

の拡
かく

充
じゅう

。 

○ 教
きょう

育
いく

と福
ふく

祉
し

の連
れん

携
けい

等
とう

による、学
がく

齢
れい

期
き

支
し

援
えん

の強
きょう

化
か

。 

○ 学
がく

齢
れい

後
こう

期
き

における、支
し

援
えん

の量
りょう

的
てき

拡
かく

大
だい

と質
しつ

的
てき

な向
こう

上
じょう

。 

 

 

○ 発
はっ

達
たつ

障
しょう

害
がい

に関
かん

する支
し

援
えん

力
りょく

を身
み

につけた支
し

援
えん

者
しゃ

の養
よう

成
せい

。 

 

 

○ 地
ち

域
いき

社
しゃ

会
かい

における共
きょう

生
せい

の実
じつ

現
げん

に向
む

けた、社
しゃ

会
かい

全
ぜん

体
たい

の意
い

識
しき

醸
じょう

成
せい

。 

○ 特
とく

に教
きょう

育
いく

・就
しゅう

労
ろう

の場
ば

面
めん

における、本
ほん

人
にん

を取
と

り巻
ま

く周
しゅう

囲
い

への理
り

解
かい

促
そく

進
しん

。 

 

  

Ⅲ 支援
し え ん

機関
き か ん

の連携
れんけい

と役割
やくわり

分担
ぶんたん

 

Ⅳ 支援
し え ん

体制
たいせい

の強化
きょうか

・充実
じゅうじつ

 

【 横
よ こ

浜
は ま

市
し

発
は っ

達
た つ

障
しょう

害
が い

施 策
し さ く

の 再 構 築
さ い こ う ち く

に 係
か か

る 方 向 性
ほ う こ う せ い

 】 

Ⅱ 保護者
ほ ご し ゃ

及
およ

び家族
か ぞ く

への支援
し え ん

 

Ⅰ 本人
ほんにん

への支援
し え ん

 

Ⅵ 障害
しょうがい

理解
り か い

の促進
そくしん

・普及
ふきゅう

啓発
けいはつ

 

Ⅴ 人材
じんざい

育成
いくせい
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(４) 喫
きっ

緊
きん

に取
と

り組
く

むべき課
か

題
だい

 

６大
だい

項
こう

目
もく

・15小
しょう

項
こう

目
もく

は、いずれも極
きわ

めて重
じゅう

要
よう

であると当
とう

検
けん

討
とう

委
い

員
いん

会
かい

は考
かんが

えている。また、

これらは相
そう

互
ご

補
ほ

完
かん

的
てき

、かつ連
れん

続
ぞく

的
てき

・一
いっ

体
たい

的
てき

であり、全
すべ

てが実
じつ

現
げん

することにより初
はじ

めて、完
かん

成
せい

し

たシ
し

ス
す

テ
て

ム
む

となる。 

しかし、全
すべ

ての施
し

策
さく

を一
いっ

挙
きょ

に実
じつ

現
げん

することは現
げん

実
じつ

的
てき

に困
こん

難
なん

であるため、【ア
あ

 重
じゅう

要
よう

性
せい

】【イ
い

 

緊
きん

急
きゅう

性
せい

】【ウ
う

 難
なん

易
い

度
ど

（マ
ま

ン
ん

パ
ぱ

ワ
わ

ー
ー

・費
ひ

用
よう

・時
じ

間
かん

の側
そく

面
めん

から）】の３つの視
し

点
てん

を総
そう

合
ごう

的
てき

に勘
かん

案
あん

し、次
つぎ

の項
こう

目
もく

については、特
とく

に喫
きっ

緊
きん

に取
と

り組
く

むべきであることを付
ふ

言
げん

する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ これら「喫
きっ

緊
きん

に取
と

り組
く

むべき課
か

題
だい

」については、再
さい

構
こう

築
ちく

に向
む

けて平
へい

成
せい

31年
ねん

度
ど

に検
けん

討
とう

を開
かい

始
し

するとともに、平
へい

成
せい

33年
ねん

度
ど

からの第
だい

４期
き

障
しょう

害
がい

者
しゃ

プ
ぷ

ラ
ら

ン
ん

等
とう

に反
はん

映
えい

させることが望
のぞ

ましいと

考
かんが

える。 

   ※ また、それ以
い

外
がい

の課
か

題
だい

についても、順
じゅん

次
じ

検
けん

討
とう

を進
すす

め、可
か

能
のう

な限
かぎ

り第
だい

４期
き

以
い

降
こう

の障
しょう

害
がい

者
しゃ

プ
ぷ

ラ
ら

ン
ん

等
とう

に反
はん

映
えい

させることが望
のぞ

ましいと考
かんが

える。 

 

 

  

 横 浜 市
よ こ は ま し

発 達
は っ た つ

障 害
しょうがい

施 策
し さ く

の  

 再 構 築
さ い こ う ち く

に 係
か か

る 方 向 性
ほ う こ う せ い

 
 

６大項目
だいこうもく

・15小項目
しょうこうもく

 

【 喫 緊
き っ き ん

に 取
と

り 組
く

む  

べ き 課 題
か だ い

 】 抽
ちゅう

 出
しゅつ

 

＜「横浜市
よ こ は ま し

発達
はったつ

障害
しょうがい

施策
し さ く

の再構築
さいこうちく

に係
かか

る方向性
ほうこうせい

」と「喫緊
きっきん

に取
と

り組
く

むべき課題
か だ い

」の関係図
か ん け い ず

＞ 

３つの視点
してん

を総合的
そうごうてき

に勘案
かんあん
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 ○ 保
ほ

護
ご

者
しゃ

及
およ

び家
か

族
ぞく

に対
たい

する支
し

援
えん

の充
じゅう

実
じつ

。 

… 発達障害
はったつしょうがい

の支援
し え ん

には、「本
ほん

人
にん

」支
し

援
えん

と並
なら

んで保護者
ほ ご し ゃ

及
およ

び家
か

族
ぞく

支
し

援
えん

が有
ゆう

効
こう

であり、重要
じゅうよう

である。 

このため、保
ほ

護
ご

者
しゃ

等
とう

の交
こう

流
りゅう

の場
ば

等
とう

を促
そく

進
しん

するために、新
あら

たにメ
め

ン
ん

タ
た

ー
ー

制
せい

度
ど

の創
そう

設
せつ

や、ペ
ぺ

ア
あ

レ
れ

ン
ん

ト
と

プ
ぷ

ロ
ろ

グ
ぐ

ラ
ら

ム
む

（ペ
ぺ

ア
あ

レ
れ

ン
ん

ト
と

ト
と

レ
れ

ー
ー

ニ
に

ン
ん

グ
ぐ

）の充
じゅう

実
じつ

などを検
けん

討
とう

すべきである。 

 

 

○ 支
し

援
えん

機
き

関
かん

の役
やく

割
わり

分
ぶん

担
たん

の明
めい

確
かく

化
か

等
とう

による、効
こう

率
りつ

的
てき

・効
こう

果
か

的
てき

な対
たい

応
おう

。 

… 支
し

援
えん

の実
じっ

施
し

主
しゅ

体
たい

ごとの役
やく

割
わり

分
ぶん

担
たん

を明
めい

確
かく

にし、相
そう

互
ご

に連
れん

携
けい

し補
ほ

完
かん

し合
あ

うことで、効
こう

率
りつ

的
てき

・効
こう

果
か

的
てき

な支
し

援
えん

体
たい

制
せい

を構
こう

築
ちく

する必
ひつ

要
よう

がある。 

また、支
し

援
えん

体
たい

制
せい

の中
なか

で中
ちゅう

心
しん

的
てき

な役
やく

割
わり

を果
は

たす機
き

関
かん

を明
めい

確
かく

化
か

し、その上
うえ

で連
れん

携
けい

の仕
し

組
く

みを考
かんが

えることが重
じゅう

要
よう

である。 

○ ラ
ら

イ
い

フ
ふ

ス
す

テ
て

ー
ー

ジ
じ

を通
とお

し、切
き

れ目
め

のない支
し

援
えん

を行
おこな

うための、コ
こ

ー
ー

デ
で

ィ
ぃ

ネ
ね

ー
ー

ト
と

機
き

能
のう

の強
きょう

化
か

。   

  … ラ
ら

イ
い

フ
ふ

ス
す

テ
て

ー
ー

ジ
じ

ごとの接
せつ

続
ぞく

期
き

において、切
き

れ目
め

なく、適
てき

切
せつ

な支
し

援
えん

に繋
つな

がることができる仕
し

組
く

みの整
せい

備
び

が必
ひつ

要
よう

である。併
あわ

せて、支
し

援
えん

機
き

関
かん

ごとの連
れん

携
けい

強
きょう

化
か

が重
じゅう

要
よう

である。 

また、必
ひつ

要
よう

な情報
じょうほう

がタ
た

イ
い

ム
む

リ
り

ー
ー

に提供
ていきょう

されるシ
し

ス
す

テ
て

ム
む

の構
こう

築
ちく

等
とう

とともに、本
ほん

人
にん

及
およ

び保
ほ

護
ご

者
しゃ

・

家
か

族
ぞく

に対
たい

し、適
てき

切
せつ

な時
じ

期
き

に、確
かく

実
じつ

に支
し

援
えん

が届
とど

くような仕
し

組
く

みづくり等
とう

の検
けん

討
とう

も必
ひつ

要
よう

である。 

 

 

 ○ 就
しゅう

学
がく

前
まえ

の対
たい

象
しょう

者
しゃ

増
ぞう

加
か

に対
たい

する、支
し

援
えん

体
たい

制
せい

の拡
かく

充
じゅう

。 

… 就学前
しゅうがくまえ

の発
はっ

達
たつ

障
しょう

害
がい

児
じ

支
し

援
えん

体
たい

制
せい

の拡
かく

充
じゅう

を行
おこな

うべきである。 

それに際
さい

しては、地
ち

域
いき

療
りょう

育
いく

セ
せ

ン
ん

タ
た

ー
ー

の機
き

能
のう

見
み

直
なお

しを抜
ばっ

本
ぽん

的
てき

に行
おこな

うともに、関
かん

係
けい

する地
ち

域
いき

の支
し

援
えん

機
き

関
かん

が担
にな

うべき役
やく

割
わり

と方
ほう

向
こう

性
せい

を明
めい

確
かく

にすることにより、効
こう

率
りつ

的
てき

・効
こう

果
か

的
てき

な支
し

援
えん

体
たい

制
せい

の再
さい

構
こう

築
ちく

及
およ

び必
ひつ

要
よう

な拡
かく

充
じゅう

を検
けん

討
とう

すべきである。 

 ○ 学
がく

齢
れい

後
こう

期
き

における、支
し

援
えん

の量
りょう

的
てき

拡
かく

大
だい

と質
しつ

的
てき

向
こう

上
じょう

。 

… 学齢後期
が く れ い こ う き

障害児支援事業
し ょ う が い じ し え ん じ ぎ ょ う

等
とう

それぞれの支
し

援
えん

組
そ

織
しき

が担
にな

うべき役
やく

割
わり

と方
ほう

向
こう

性
せい

を明
めい

確
かく

にした上
うえ

で、効
こう

率
りつ

的
てき

・効
こう

果
か

的
てき

な支
し

援
えん

体
たい

制
せい

の再
さい

構
こう

築
ちく

および必
ひつ

要
よう

な拡
かく

充
じゅう

を検
けん

討
とう

すべきである。 
 

 

○ 発達障害
はったつしょうがい

に関
かん

する支援力
しえんりょく

を身
み

につけた支援者
し え ん し ゃ

の養
よう

成
せい

。 

 … 今
こん

回
かい

対
たい

象
しょう

とした児
じ

・者
しゃ

への支
し

援
えん

に特
とっ

化
か

した、専
せん

門
もん

性
せい

の高
たか

い人
じん

材
ざい

の育
いく

成
せい

が必
ひつ

要
よう

である。 

また、専
せん

門
もん

性
せい

のあり方
かた

についても、改
あらた

めて検
けん

討
とう

が必
ひつ

要
よう

である。 

同
どう

時
じ

に、福
ふく

祉
し

・教育
きょういく

等
とう

関
かん

係
けい

者
しゃ

、企
き

業
ぎょう

、学
がっ

校
こう

、地
ち

域
いき

社
しゃ

会
かい

など身
み

近
ぢか

な支
し

援
えん

者
しゃ

全
ぜん

般
ぱん

が、発
はっ

達
たつ

障
しょう

  

害
がい

に関
かん

する適
てき

切
せつ

な理
り

解
かい

と対
たい

応
おう

を身
み

につけることも求
もと

められている。 

 

  

Ⅲ 支援
し え ん

機関
き か ん

の連携
れんけい

と役割
やくわり

分担
ぶんたん

 

Ⅳ 支援
し え ん

体制
たいせい

の強化
きょうか

・充実
じゅうじつ

 

【 喫 緊
き っ き ん

に 取
と

り 組
く

む べ き 課 題
か だ い

 】 

Ⅱ 保護者
ほ ご し ゃ

及
およ

び家族
か ぞ く

への支援
し え ん

 

Ⅴ 人材
じんざい

育成
いくせい
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５ おわりに 

(１) 施
し

策
さく

の再
さい

構
こう

築
ちく

における留
りゅう

意
い

点
てん

 

これまで横
よこ

浜
はま

市
し

では、できる限
かぎ

り低
てい

年
ねん

齢
れい

で障
しょう

害
がい

を発
はっ

見
けん

し、療
りょう

育
いく

に結
むす

びつけようとする「早
そう

期
き

発
はっ

見
けん

・早
そう

期
き

療
りょう

育
いく

」の理念
り ね ん

を掲
かか

げ、障
しょう

害
がい

関
かん

連
れん

施策
し さ く

に取
と

り組
く

んできた。その結果
け っ か

、支援
し え ん

を必要
ひつよう

とす

る多
おお

くの障害
しょうがい

のある方
かた

を、福
ふく

祉
し

・医
い

療
りょう

・教
きょう

育
いく

等
とう

の適
てき

切
せつ

な機
き

関
かん

に繋
つな

げることが可
か

能
のう

となった。 

しかし、今
こん

回
かい

対象
たいしょう

とした発
はっ

達
たつ

障害児
しょうがいじ

・者
しゃ

の生
い

きづらさは、これまで早期
そ う き

発見
はっけん

の主
おも

なターゲ
た ー げ

ット
っ と

としてきた未就学期
み し ゅ う が く き

等
とう

に限
かぎ

らず、ライフステージ
ら い ふ す て ー じ

のあらゆる時点
じ て ん

において発現
はつげん

する。 

そのため、今
いま

もなお多
おお

くの方
かた

が必要
ひつよう

な支援
し え ん

機関
き か ん

に繋
つな

がることができず、社会的
しゃかいてき

な理解
り か い

を得
え

ら

れずに、時
とき

には二
に

次
じ

障
しょう

害
がい

を併
へい

発
はつ

し、苦
くる

しんでいる状
じょう

況
きょう

がある。 

こうした現
げん

状
じょう

を打
だ

破
は

するために、「気
き

づきの促
そく

進
しん

と未
み

来
らい

に繋
つな

がる支
し

援
えん

（Right
ら い と

 time
た い む

 ＆
あんど

 

Bright
ぶ ら い と

 life
ら い ふ

）」すなわち、いかなるライフステージ
ら い ふ す て ー じ

においても、本人
ほんにん

や周囲
しゅうい

の人々
ひとびと

等
とう

がタイ
た い

ムリー
む り ー

に認知
に ん ち

し、必
ひつ

要
よう

な支
し

援
えん

にいつでも繋
つな

がることができるようにすべきであるという視
し

点
てん

を

持
も

ち、施
し

策
さく

展
てん

開
かい

の再
さい

構
こう

築
ちく

を図
はか

るべきである。 

そのためには、本人
ほんにん

や保護者
ほ ご し ゃ

・家族
か ぞ く

、福祉
ふ く し

・教育
きょういく

・医療
いりょう

等
とう

の支援
し え ん

機関
き か ん

、行政
ぎょうせい

、地域
ち い き

社会
しゃかい

等
とう

の

多様
た よ う

な支援
し え ん

主体
しゅたい

が、役割
やくわり

分担
ぶんたん

と連携
れんけい

のもとで、一体
いったい

となり全員
ぜんいん

参加型
さ ん か が た

で課
か

題
だい

解
かい

決
けつ

に取
と

り組
く

んで

いく必
ひつ

要
よう

がある。 

こうした取
とり

組
くみ

の推
すい

進
しん

により、多
た

様
よう

性
せい

を認
みと

め合
あ

い、誰
だれ

もが安
あん

心
しん

して生
い

き生
い

きと暮
く

らすことがで

きる社
しゃ

会
かい

を実
じつ

現
げん

する役
やく

割
わり

が、横
よこ

浜
はま

市
し

に課
か

せられていると考
かんが

える。 

 

(２) 障
しょう

害
がい

施
し

策
さく

全
ぜん

体
たい

の中
なか

での発
はっ

達
たつ

障
しょう

害
がい

施
し

策
さく

 

また本
ほん

意
い

見
けん

に関
かん

し、対
たい

象
しょう

を「軽
けい

度
ど

の知
ち

的
てき

な遅
おく

れを伴
ともな

う、あるいは知的
ち て き

な遅
おく

れを伴
とも

わない発
はつ

達
たつ

障害児
しょうがいじ

・者
しゃ

」としたことについては、今回
こんかい

の対象児
たいしょうじ

・者
しゃ

の急激
きゅうげき

な増加
ぞ う か

に対
たい

し、現在
げんざい

の障害
しょうがい

施策
し さ く

が十分
じゅうぶん

に対応
たいおう

しきれていないため、（他
た

の障害
しょうがい

種別
しゅべつ

を含
ふく

めた）施策
し さ く

全体
ぜんたい

の不均衡
ふ き ん こ う

が生
しょう

じ、それぞ

れが持
も

つ本
ほん

来
らい

の機
き

能
のう

を十
じゅう

分
ぶん

発
はっ

揮
き

できなくなっているとの認
にん

識
しき

も、背景
はいけい

に有
ゆう

している。 

そのため、今回
こんかい

の対象児
たいしょうじ

・者
しゃ

への支援
し え ん

体制
たいせい

を充実
じゅうじつ

させるとともに、従来
じゅうらい

からの障害
しょうがい

施策
し さ く

の対
たい

象
ぞう

である知的
ち て き

障害児
しょうがいじ

・者
しゃ

への支
し

援
えん

体
たい

制
せい

を更
さら

に拡
かく

充
じゅう

することによって、障害
しょうがい

施策
し さ く

全体
ぜんたい

の均衡
きんこう

が図
はか

られ、

それぞれの施
し

策
さく

が自
おの

ずと、本
ほん

来
らい

の機
き

能
のう

を果
は

たすことができるようになると考
かんが

える。また今回
こんかい

の

意見
い け ん

の中
なか

には、「支援
し え ん

機関
き か ん

の連携
れんけい

と役割
やくわり

分担
ぶんたん

による効果的
こ う か て き

・効率的
こうりつてき

な支援
し え ん

」や「多様
た よ う

な人材
じんざい

育成
いくせい

」

「地域
ち い き

社会
しゃかい

における共
きょう

生
せい

のための理
り

解
かい

促
そく

進
しん

」「保
ほ

護
ご

者
しゃ

及
およ

び家
か

族
ぞく

等
とう

支
し

援
えん

の充
じゅう

実
じつ

」等
とう

、障害
しょうがい

施策
し さ く

全般
ぜんぱん

に共通
きょうつう

する、有
ゆう

効
こう

な指
し

摘
てき

が含
ふく

まれているのではないかとも考
かんが

えている。 

 

(３) 期待
き た い

する今後
こ ん ご

の取組
とりくみ

 

今回
こんかい

の意見
い け ん

を参考
さんこう

とした上
うえ

で、横浜市
よ こ は ま し

の発達
はったつ

障害
しょうがい

施策
し さ く

の方向性
ほうこうせい

が明確化
め い か く か

し、具
ぐ

体
たい

的
てき

な施
し

策
さく

に

結
むす

び付
つ

けられることを、当検討
とうけんとう

委員会
い い ん か い

は心
こころ

より願
ねが

っている。またこれらが、第
だい

４期
き

横
よこ

浜
はま

市
し

障
しょう

害
がい

者
しゃ

プ
ぷ

ラ
ら

ン
ん

、第
だい

２期
き

横
よこ

浜
はま

市
し

子
こ

ども・子
こ

育
そだ

て支
し

援
えん

事
じ

業
ぎょう

計
けい

画
かく

、第
だい

４期
き

横浜市
よ こ は ま し

教育
きょういく

振興
しんこう

基本
き ほ ん

計画
けいかく

等
とう

に反映
はんえい

されることを期待
き た い

している。 

そのために今後
こ ん ご

、関係
かんけい

機関
き か ん

等
とう

からさらに幅
はば

広
ひろ

い意
い

見
けん

を受
う

け、議
ぎ

論
ろん

を深
ふか

めるとともに、具
ぐ

体
たい

的
てき

な施
し

策
さく

の検
けん

討
とう

を行
おこな

っていくことが望
のぞ

ましいと考
かんが

えている。  
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参 考
さ ん こ う

資 料
し り ょ う
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平成
へいせい

30年度
ね ん ど

 横浜市
よこはまし

発達障害
はったつしょうがい

検討会
けんとうかい

委員
い い ん

名簿
め い ぼ

 

 

  氏
し

  名
めい

 所
しょ

  属
ぞく

 

１ 学識経験者
がくしきけいけんしゃ

 渡部
わたなべ

 匡
まさ

隆
たか

 
横浜
よこはま

国立
こくりつ

大学
だいがく

教 授
きょうじゅ

 

大学院
だいがくいん

教育学
きょういくがく

研究科
けんきゅうか

高度
こ う ど

教 職
きょうしょく

実践
じっせん

専攻
せんこう

 

２ 学識経験者
がくしきけいけんしゃ

 平田
ひ ら た

 幸
ゆき

宏
ひろ

 東洋
とうよう

英和女
えいわじょ

学院
がくいん

大学
だいがく

人間
にんげん

科学部
か が く ぶ

 

３ 医療従事者
いりょうじゅうじしゃ

 高木
た か ぎ

 一
かず

江
え

 横浜市
よこはまし

中部
ちゅうぶ

地域
ち い き

療 育
りょういく

センター
せ ん た ー

 

４ 
障害児
しょうがいじ

・者
しゃ

の福祉
ふ く し

に関
かん

す

る事業
じぎょう

に従事
じゅうじ

する者
もの

 
小川
お が わ

 淳
あつし

 横浜市
よこはまし

総合
そうごう

リハビリテーションセンター
り は び り て ー し ょ ん せ ん た ー

 

５ 
障害児
しょうがいじ

・者
しゃ

の福祉
ふ く し

に関
かん

す

る事業
じぎょう

に従事
じゅうじ

する者
もの

 
寺田
て ら だ

 純 一
じゅんいち

 かながわ地域
ち い き

活動
かつどう

ホーム
ほ ー む

 ほのぼの 

６ 
障害児
しょうがいじ

・者
しゃ

の福祉
ふ く し

に関
かん

す

る事業
じぎょう

に従事
じゅうじ

する者
もの

 
安藤
あんどう

 壽子
ひ さ こ

 
ＮＰＯ
えぬぴーおー

法人
ほうじん

 L’enfantPlaza
ら ん ふ ぁ ん ぷ ら ざ

 

（らんふぁんぷらざ） 

７ 
障害児
しょうがいじ

・者
しゃ

の福祉
ふ く し

に関
かん

す

る事業
じぎょう

に従事
じゅうじ

する者
もの

 
西尾
に し お

 紀子
の り こ

 横浜市
よこはまし

発達
はったつ

障害者
しょうがいしゃ

支援
し え ん

センター
せ ん た ー

 

８ 
障害児
しょうがいじ

・者
しゃ

の福祉
ふ く し

に関
かん

す

る事業
じぎょう

に従事
じゅうじ

する者
もの

 
池田
い け だ

 彩子
さ い こ

 
ＮＰＯ
えぬぴーおー

法人
ほうじん

 ユースポート
ゆ ー す ぽ ー と

横
よこ

濱
はま

 

よこはま若者
わかもの

サポートステーション
さ ぽ ー と す て ー し ょ ん

 

９ 障害児
しょうがいじ

・者
しゃ

やその家族
か ぞ く

 坂上
さかがみ

 尚子
な お こ

 
神奈川
か な が わ

Ｌ Ｄ
えるでぃー

等
とう

発達
はったつ

障害児
しょうがいじ

・者
しゃ

親
おや

の会
かい

 

にじの会
かい

 

10 障害児
しょうがいじ

・者
しゃ

やその家族
か ぞ く

 中野
な か の

 美奈子
み な こ

 横浜市
よこはまし

自閉症児
じへいしょうじ

・者
しゃ

親
おや

の会
かい

 

  

参考
さ ん こ う

資料
し り ょ う

１ 
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平成
へいせい

30年度
ね ん ど

 横浜市
よこはまし

発達
はったつ

障 害
しょうがい

検討
けんとう

委員会
いいんかい

事務局
じむきょく

名簿
め い ぼ

 

 

局
きょく

  名
めい

 補
ほ

 職
しょく

 名
めい

 氏
し

   名
めい

 

健康
けんこう

福祉局
ふくしきょく

 

 
障害福祉部長
しょうがいふくしぶちょう

 本吉
もとよし

 究
きわむ

 

企画
き か く

課長
かちょう

 平木
ひ ら き

 浩司
こ う じ

 

障害企画課長
しょうがいきかくかちょう

 佐渡
さ ど

 美佐子
み さ こ

 

障害福祉課長
しょうがいふくしかちょう

 佐藤
さ と う

 祐子
ゆ う こ

 

障害支援課長
しょうがいしえんかちょう

 上 條
かみじょう

 浩
ひろし

 

精神保健福祉推進担当課長
せいしんほけんふくしすいしんたんとうかちょう

 榎本
えのもと

 良 平
りょうへい

 

こども青 少 年 局
せいしょうねんきょく

 
こども福祉

ふ く し

保健
ほ け ん

部長
ぶちょう

 細野
ほ そ の

 博嗣
ひろつぐ

 

企画
き か く

調 整
ちょうせい

課長
かちょう

 福嶋
ふくしま

 誠也
せ い や

 

障害児
しょうがいじ

福祉
ふ く し

保健
ほ け ん

課長
かちょう

 遠藤
えんどう

 文哉
ふ み や

 

青少年
せいしょうねん

相談
そうだん

センター
せ ん た ー

所 長
しょちょう

 内田
う ち だ

 太郎
た ろ う

 

放課後
ほ う か ご

児童
じ ど う

育成
いくせい

課長
かちょう

 茨
いばら

 志
し

麻
ま

 

子
こ

育
そだ

て支援
し え ん

課長
かちょう

 永井
な が い

 由香
ゆ か

 

保育
ほ い く

・教 育
きょういく

運営
うんえい

課長
かちょう

 武居
た け い

 秀
ひで

顕
あき

 

保育
ほ い く

・教 育
きょういく

人材
じんざい

課長
かちょう

 甘粕
あまかす

 亜矢
あ や

 

幼
よう

・保
ほ

・小連携
しょうれんけい

担当
たんとう

課長
かちょう

 金子
か ね こ

 正人
ま さ と

 

教 育
きょういく

委員会
いいんかい

事務局
じむきょく

 
特別
とくべつ

支援
し え ん

教 育
きょういく

課長
かちょう

 須山
す や ま

 次郎
じ ろ う

 

特別
とくべつ

支援
し え ん

教 育
きょういく

相談
そうだん

課長
かちょう

 青木
あ お き

 正章
まさあき

 

 

参考
さ ん こ う

資料
し り ょ う

２ 
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療育手帳

非所持者

197人

（98.01％）

療育手帳所持者

4人（1.99％）

りょういくてちょうしょじしゃすう

にん

にん

にん

ぱーせんと

ぱーせんと

りょういく てちょう

ひ しょじしゃすう

そう だん しゃ すう

ごうけい しんき

 

関
かん

連
れん

基
き

礎
そ

情
じょう

報
ほう

 

 

「『軽度
けいど

の知的
ちてき

な遅
おく

れを伴
ともな

う、あるいは知的
ちてき

な遅
おく

れを伴
ともな

わない発達障害児
はったつしょうがいじ

・者
しゃ

』の大幅
おおはば

な増加
ぞうか

」について       

 

１ 厚
こう

生
せい

労
ろう

働
どう

省
しょう

「生
せい

活
かつ

のしづらさなどに関
かん

する 調
ちょう

査
さ

（全
ぜん

国
こく

在
ざい

宅
たく

障
しょう

害
がい

児
じ

・者
しゃ

等
とう

実
じっ

態
たい

調
ちょう

査
さ

）」         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 地
ち

域
いき

療
りょう

育
いく

セ
せ

ン
ん

タ
た

ー
ー

初
しょ

診
しん

件
けん

数
すう

と発
はっ

達
たつ

障
しょう

害
がい

の診
しん

断
だん

件
けん

数
すう

                         

 

 

 

 

 

※ ここでの「発
はっ

達
たつ

障
しょう

害
がい

」は、 

知
ち

的
てき

な遅
おく

れの有
う

無
む

を問
と

わない。 

 

 

 

 

 

３ 発
はっ

達
たつ

障
しょう

害
がい

に関
かん

する専
せん

門
もん

相
そう

談
だん

支
し

援
えん

機
き

関
かん

への新
しん

規
き

相
そう

談
だん

者
しゃ

のうち、 療
りょう

育
いく

手
て

帳
ちょう

非
ひ

所
しょ

持
じ

者
しゃ

（H29年
ねん

度
ど

）       

 

 

 

 

 

  

合計新規 

相談者数 

201 人 

合計新規 

相談者数 

122 人 

発
はっ

達
たつ

障
しょう

害
がい

と診
しん

断
だん

された者
もの

の数
かず

 

(１) 学
がく

齢
れい

後
こう

期
き

発
はっ

達
たつ

相
そう

談
だん

室
しつ

「くらす」 (２) 発
はっ

達
たつ

障
しょう

害
がい

者
しゃ

支
し

援
えん

セ
せ

ン
ん

タ
た

ー
ー

 

245,700 

66,800 
4,900 

317,400 
368,000 

103,000 
10,000 

481,000 

0

100,000

200,000

300,000

400,000

500,000

600,000

手帳所持者 非手帳所持者 不詳 合計

全国（人）

23年度 28年度

ぜんこく にん

て ちょうしょじ しゃ ひ てちょうしょじ しゃ ふしょう ごう けい

ねんど ねんど

療育手帳

非所持者

104 人

（85.25％）

療育手帳所持者

18 人（14.75％）

りょういくてちょうしょじしゃ りょういくてちょう

ひ しょじしゃにん ぱーせんと

ごう けい しんき

にん

ぱーせんと

そうだんしゃすう

にん

地
ち

域
いき

療
りょう

育
いく

セ
せ

ン
ん

タ
た

ー
ー

初
しょ

診
しん

件
けん

数
すう

と発
はっ

達
たつ

障
しょう

害
がい

の診
しん

断
だん

件
けん

数
すう

 

2,454 2,645 2,569 
2,864 

3,144 

4,046 
3,811 3,944 

4,256 4,432 

1,558 1,673 1,551 1,759 
2,006 

2,759 2,542 2,722 
2,960 3,072 

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

（件）

初診件数 うち発達障害の診断件数

けん

しょしんけんすう はったつしょうがい しんだん けんすう

参考
さ ん こ う

資料
し り ょ う

３ 

＜Ｐ
ぺーじ

１掲載
けいさい

（※１）に関
かん

する基
き

礎
そ

情
じょう

報
ほう

＞
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４ 一
いっ

般
ぱん

学
がっ

級
きゅう

に在
ざい

籍
せき

する特
とく

別
べつ

な支
し

援
えん

が必
ひつ

要
よう

とされる児
じ

童
どう

生
せい

徒
と

数
すう

の推
すい

移
い

                 

 

 

 

※ 手
て

帳
ちょう

および診
しん

断
だん

の有
う

無
む

を問
と

わない調査
ちょうさ

のため、あくまで参
さん

考
こう

値
ち

。 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 通
つう

級
きゅう

指
し

導
どう

教
きょう

室
しつ

在
ざい

籍
せき

児
じ

童
どう

生
せい

徒
と

数
すう

                                 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平
へい

成
せい

29年
ねん

度
ど

「発
はっ

達
たつ

障
しょう

害
がい

のある児
じ

童
どう

生
せい

徒
と

に関
かん

する 調
ちょう

査
さ

」より 

支援が必要な

人数

16,771人

（9.51％）その他,

159,410人

（90.49%）

全体数

176,181人
た

にん

にん

にん

ぱーせんと

ぱーせんと

ぜんたいすう

しえん ひつよう

にん ずう 支援が必要な

人数

4,716人

（6.09％）その他

72.618人

（93.91%）

全体数

77,334人た

にん

ぱーせんと

ぜん たい ずう

にん

しえん

にんずう

にん

ぱーせんと

ひつよう

小学校
しょうがっこう

 中
ちゅう

学
がっ

校
こう

 

通
つう

級
きゅう

指
し

導
どう

教
きょう

室
しつ

児
じ

童
どう

生
せい

徒
と

小
しょう

学
がっ

校
こう

 

中
ちゅう

学
がっ

校
こう

 

424 417 
405 417 402 

446 
509 535 540 

588 
581 576 603 576 565 

694 
726 793 

139 149 
173 193 222 269 

340 384 
444 

1,254 1,254 1,258 1,327 1,311 1,394 

1,654 
1,758 

1,893 

0

200

400

600

800

1,000

0

500

1,000

1,500

2,000

21年度 22年度 23年度 24年度 25年度 26年度 27年度 28年度 29年度

（人）

弱視 難聴 言語 情緒 LD・ADHD 計

にん

ねんど ねんど ねんど ねんど ねんど ねんど ねんど ねんど ねんど

じゃくし なんちょう げんご じょうちょ えるでぃー けい・えーでぃーえいちでぃー

26 19 20 17 23 26 26 25 24 

46 44 40 
35 45 45 44 44 

53 

165 
195 197 214 

187 195 
217 

238 227 

18 45 
56 54 43 

72 
107 

143 
166 

256 
304 313 320 298 

338 
394 

450 
470 

0

100

200

300

400

500

21年度 22年度 23年度 24年度 25年度 26年度 27年度 28年度 29年度

（人）

弱視 難聴 言語 情緒 LD・ADHD 計

にん

ねんど ねんど ねんど ねんど ねんど ねんど ねんど ねんど ねんど

じゃくし なんちょう げんご じょうちょ えるでぃー・えーでぃーえいちでぃー けい



- 16 - 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 障
しょう

害
がい

種
しゅ

別
べつ

就
しゅう

学
がく

・ 教
きょう

育
いく

相
そう

談
だん

件
けん

数
すう

                              

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

400 431 408 414 451 

1,120 1,077 1,033 1,096 1,144 

2,172 

2,502 2,523 
2,757 2,726 

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

25年度 26年度 27年度 28年度 29年度

（件）

肢体不自由等 知的障害 発達障害

けん

ねんど ねんど ねんど ねんど ねんど

したい ふ じゆうとう ちてきしょうがい はったつしょうがい

障
しょう

害
がい

種
しゅ

別
べつ

就
しゅう

学
がく

・ 教
きょう

育
いく

相
そう

談
だん

件
けん

数
すう

 

0 

0 

7 

10 

11 11 

9 
8 7 

0 

0 

3 

1 
2 

1 1 
2 

4 

0 
0 

10 

11 

13 
12 

10 10 
11 

0

2

4

6

8

10

12

14

21年度 22年度 23年度 24年度 25年度 26年度 27年度 28年度 29年度

（人）

小学部（弱視） 中学部（弱視） 計

にん

ねんど ねんど ねんど ねんど ねんど ねんど ねんど ねんど ねんど

しょうがくぶ じゃくし ちゅうがくぶ じゃくし けい

22 22 23 
19 17 19 17 

13 
18 

3 4 6 
3 4 4 4 

7 8 
3 4 

7 9 10 11 13 

19 19 

0 0 0 0 0 0 1 1 1 

28 30 

36 

31 31 
34 35 

40 

46 

0

10

20

30

40

50

21年度 22年度 23年度 24年度 25年度 26年度 27年度 28年度 29年度

（人）

小学部（難聴） 小学部（言語） 中学部（難聴）

中学部（言語） 計

にん

ねんど ねんど ねんど ねんど ねんど ねんど ねんど ねんど ねんど

しょうがくぶ なんちょう しょうがくぶ ちゅうがくぶ

ちゅうがくぶ

なんちょうげんご

げんご けい

盲
もう

特
とく

別
べつ

支
し

援
えん

 

ろう特
とく

別
べつ

支
し

援
えん
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「 従
じゅう

来
らい

の 障
しょう

害
がい

福
ふく

祉
し

・ 教
きょう

育
いく

等
とう

施
し

策
さく

では、 十
じゅう

分
ぶん

に対
たい

応
おう

できていない現
げん

状
じょう

」について         

 

１ 児
じ

童
どう

福
ふく

祉
し

法
ほう

に基
もと

づくサ
さ

ー
ー

ビ
び

ス
す

                                 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
う 

  

延
の

べ利
り

用
よう

人
にん

数
ずう

 

事
じ

業
ぎょう

所
しょ

数
すう

 

1,081,441 
1,589,903 

3,175,543 
3,482,835 

5,763,015 

7,693,938 

1,543,972 
2,049,654 

3,273,155 
4,909,228 

7,116,963 

9,008,275 

0

2,000,000

4,000,000

6,000,000

8,000,000

10,000,000

24年度 25年度 26年度 27年度 28年度 29年度

（千円）

予算額 決算額

せんえん

ねんど ねんど ねんど ねんど ねんど ねんど

よさんがく けっさんがく

横
よこ

浜
はま

市
し

における 

予
よ

算
さん

・決
けっ

算
さん

額
がく

 

（ 障
しょう

害
がい

児
じ

通
つう

所
しょ

支
し

援
えん

） 

96,310 

124,673 

140,759 159,562 176,280 199,766 
17,431 

19,123 
22,127 20,953 

18,849 
18,604 

39,289 

86,458 201,550 
350,782 

521,130 

652,983 

0 146 96 66 89 128 

0

100,000

200,000

300,000

400,000

500,000

600,000

700,000

24年度 25年度 26年度 27年度 28年度 29年度

（人）

児童発達支援 医療型児童発達支援 放課後等デイサービス 保育所等訪問支援

にん

じどうはったつしえん いりょうがた じどう はったつしえん ほう か ご とう で い さ ー び す ほ いくしょとう ほうもんしえん

ねんど ねんど ねんど ねんど ねんど ねんど

38 43 46 53
77

101

9 9 9 9 9 9
25 

58

93

162

217

262

0 9 9 9 10 13

0

50

100

150

200

250

300

24年度 25年度 26年度 27年度 28年度 29年度

（箇所）

児童発達支援 医療型児童発達支援 放課後等デイサービス 保育所等訪問支援

かしょ

ねんど ねんど ねんど ねんど ねんど ねんど

じどう はったつ しえん いりょうがた じどう はったつ しえん ほう か ご とう で い さ － び す ほいく しょ とう ほうもんしえん

＜Ｐ
ぺーじ

１掲載
けいさい

（※２）に関
かん

する基
き

礎
そ

情
じょう

報
ほう

＞
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３０文
もん

科
か

初
しょ

第
だ い

３５７号
ごう

 

障
しょう

発
は つ

 0  5  2  4  第
だ い

２号
ご う

 

平
へ い

成
せ い

３０年
ね ん

５月
が つ

２４日
にち

 

 

各都道府県
か く と ど う ふ け ん

知事
ち じ

 

各指定
か く し て い

都市
と し

市長
しちょう

 

各都道府県
か く と ど う ふ け ん

教育
きょういく

委員会
い い ん か い

教育
きょういく

長
ちょう

 

各指定
か く し て い

都市
と し

教育
きょういく

委員会
い い ん か い

教育
きょういく

長
ちょう

 

附属
ふ ぞ く

学校
がっこう

を置
お

く各国
かくこっ

公
こう

立
りつ

大学
だいがく

法人
ほうじん

学長
がくちょう

 

構造
こうぞう

改革
かいかく

特別
とくべつ

区域
く い き

法第
ほうだい

 12 条第
じょうだい

 1 項
こう

の       殿
どの

 

認定
にんてい

を受
う

けた各地方
か く ち ほ う

公共
こうきょう

団体
だんたい

の長
ちょう

 

 

 

文
もん

 部
ぶ

 科
か

 学
がく

 省
しょう

 初
しょ

 等
とう

 中
ちゅう

 等
とう

 教
きょう

 育
いく

 局
きょく

 長
ちょう

 

（ 公
こう

印
いん

省
しょう

略
りゃく

）   

厚
こう

生
せい

労
ろう

働
どう

省
しょう

社
しゃかい

会・援
えん

護
ご

局
きょく

障
しょう

害
がい

保
ほ

健
けん

福
ふく

祉
し

部
ぶ

長
ちょう

 

（ 公
こう

印
いん

省
しょう

略
りゃく

）  

 

 

教育
きょういく

と福祉
ふ く し

の一層
いっそう

の連携
れんけい

等
とう

の推進
すいしん

について（通知
つ う ち

） 

 

 

教育
きょういく

と福祉
ふ く し

の連携
れんけい

については、保育所
ほ い く じ ょ

、幼稚園
よ う ち え ん

、認定
にんてい

こども園
えん

、小学校
しょうがっこう

、中学校
ちゅうがっこう

、義務
ぎ む

教育
きょういく

学
がっ

校
こう

、高等
こうとう

学校
がっこう

、中等
ちゅうとう

教育
きょういく

学校
がっこう

、特別
とくべつ

支援
し え ん

学校
がっこう

等
とう

（以下
い か

「学校
がっこう

」という。）と児童
じ ど う

発達
はったつ

支援
し え ん

事業所
じぎょうしょ

、

放
ほう

課
か

後
ご

等
とう

デイサービス
で い さ ー び す

事業所
じぎょうしょ

等
とう

（以下
い か

「障害児通所
しょうがいじつうしょ

支援
し え ん

事業所
じぎょうしょ

等
とう

」という。）との相互
そ う ご

理解
り か い

の

促
そく

進
しん

や、保護者
ほ ご し ゃ

も含
ふく

めた情報
じょうほう

共有
きょうゆう

の必要性
ひつようせい

が指摘
し て き

されているところであり、各地方
か く ち ほ う

自治体
じ ち た い

にお

いて、教育
きょういく

委員会
い い ん か い

や福祉
ふ く し

部局
ぶきょく

の主導
しゅどう

のもと、支援
し え ん

が必要
ひつよう

な子供
こ ど も

やその保護者
ほ ご し ゃ

が、乳幼児期
に ゅ う よ う じ き

から

学
がく

齢
れい

期
き

、社会
しゃかい

参加
さ ん か

に至
いた

るまで、地域
ち い き

で切
き

れ目
め

ない支援
し え ん

が受
う

けられる支援
し え ん

体制
たいせい

の整備
せ い び

が求
もと

められ

ている。 

特
とく

に、発達
はったつ

障害者
しょうがいしゃ

支援
し え ん

については、発達
はったつ

障害者
しょうがいしゃ

支援法
し え ん ほ う

の一部
い ち ぶ

を改正
かいせい

する法律
ほうりつ

（平成
へいせい

28年
ねん

法律
ほうりつ

第
だい

64号
ごう

）が平成
へいせい

28年
ねん

８月
がつ

１日
にち

から施行
し こ う

されており、「個々
こ こ

の発達
はったつ

障害者
しょうがいしゃ

の性別
せいべつ

、年齢
ねんれい

、障害
しょうがい

の

状
じょう

態
たい

及
およ

び生活
せいかつ

の実態
じったい

に応
おう

じて、かつ、医療
いりょう

、保健
ほ け ん

、福祉
ふ く し

、教育
きょういく

、労働
ろうどう

等
とう

に関
かん

する業務
ぎょうむ

を行
おこな

う

関
かん

係
けい

機関
き か ん

及
およ

び民間
みんかん

団体
だんたい

相互
そ う ご

の緊密
きんみつ

な連携
れんけい

の下
もと

に、その意思
い し

決定
けってい

の支援
し え ん

に配慮
はいりょ

しつつ、切
き

れ目
め

な

く行
おこな

われなければならない」とされている。 

こうした課題
か だ い

を踏
ふ

まえ、文部
も ん ぶ

科学省
かがくしょう

と厚生
こうせい

労働省
ろうどうしょう

では、昨年
さくねん

の 12月
がつ

より、両 省
りょうしょう

による家庭
か て い

と教育
きょういく

と福祉
ふ く し

の連携
れんけい

「トライアングル
と ら い あ ん ぐ る

」プロジェクト
ぷ ろ じ ぇ く と

にて検討
けんとう

を行
おこな

い、このたび、本年
ほんねん

３月
がつ

に

別添
べってん

１のとおり「家庭
か て い

と教育
きょういく

と福祉
ふ く し

の連携
れんけい

「ト
と

ラ
ら

イ
い

ア
あ

ン
ん

グ
ぐ

ル
る

」プロジェクト
ぷ ろ じ ぇ く と

報告
ほうこく

」（以下
い か

「報告
ほうこく

」

という。）を取
と

りまとめたところである。 

両 省
りょうしょう

においては、報告
ほうこく

を踏
ふ

まえ、今後
こ ん ご

さらに施策
し さ く

の充実
じゅうじつ

を図
はか

ることとしており、貴
き

職
しょく

にお

かれても報告
ほうこく

の趣旨
し ゅ し

を踏
ふ

まえ、下記
か き

について積極的
せっきょくてき

な取組
とりくみ

をお願
ねが

いしたい。 

なお、各都道府県
か く と ど う ふ け ん

におかれては、貴
き

管内
かんない

市町村
しちょうそん

（指定
し て い

都市
と し

を除
のぞ

き、特別
とくべつ

区
く

を含
ふく

む。）及
およ

び関
かん

係
けい

機
き

関
かん

等
とう

に対
たい

して、各都道府県
か く と ど う ふ け ん

教育
きょういく

委員会
い い ん か い

におかれては、所管
しょかん

の学校
がっこう

及
およ

び域内
いきない

の市町村
しちょうそん

教育
きょういく

委
い

員
いん

会
かい

に対
たい

して、各指定
か く し て い

都市
と し

教育
きょういく

委員会
い い ん か い

におかれては、所管
しょかん

の学校
がっこう

に対
たい

して、各都道府県
か く と ど う ふ け ん

知事
ち じ

及
およ

び構造
こうぞう

改革
かいかく

特別
とくべつ

区
く

域
いき

法
ほう

（平成
へいせい

14年
ねん

法律
ほうりつ

第
だい

189号
ごう

）第
だい

12条
じょう

第
だい

１項
こう

の認定
にんてい

を受
う

けた地
ち

方
ほう

公
こう

共
きょう

団
だん

体
たい

の

参考
さ ん こ う

資料
し り ょ う

４ 
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長
ちょう

におかれては、所轄
しょかつ

の学校
がっこう

及
およ

び学校
がっこう

法人
ほうじん

等
とう

に対
たい

して、各国立
かくこくりつ

大学
だいがく

法人
ほうじん

学長
がくちょう

におかれては、附
ふ

属
ぞく

学
がっ

校
こう

に対
たい

して、このことを十分
じゅうぶん

周知
しゅうち

し、本通知
ほ ん つ う ち

の運用
うんよう

に遺漏
い ろ う

のないようご配
はい

慮
りょ

願
ねが

いたい。 

 

記
き

 

 

１ 教育
きょういく

と福祉
ふ く し

の連携
れんけい

を推進
すいしん

するための方策
ほうさく

について  

発達
はったつ

障害
しょうがい

をはじめ障害
しょうがい

のある子供
こ ど も

は、教育
きょういく

委員会
い い ん か い

、福祉
ふ く し

部局
ぶきょく

といった各地方
か く ち ほ う

自治体
じ ち た い

の関係
かんけい

 

部
ぶ

局
きょく

や、学校
がっこう

、障害児通所
しょうがいじつうしょ

支援
し え ん

事業所
じぎょうしょ

等
とう

といった複数
ふくすう

の機関
き か ん

と関
かか

わっていることが多
おお

い。 

各地方
か く ち ほ う

自治体
じ ち た い

においては、教育
きょういく

委員会
い い ん か い

と福祉
ふ く し

部局
ぶきょく

において各制度
か く せ い ど

を所管
しょかん

しているが、双方
そうほう

の垣根
か き ね

を排除
はいじょ

し、就学前
しゅうがくまえ

から学齢期
が く れ い き

、社会
しゃかい

参加
さ ん か

まで切
き

れ目
め

なく支援
し え ん

していく体制
たいせい

を整備
せ い び

する 

ことが重要
じゅうよう

であることを踏
ふ

まえ、以下
い か

の取組
とりくみ

を促進
そくしん

すること。 

 

（１）教育
きょういく

委員会
い い ん か い

と福祉
ふ く し

部局
ぶきょく

、学校
がっこう

と障害児通所
しょうがいじつうしょ

支援
し え ん

事業所
じぎょうしょ

等
とう

との関係
かんけい

構築
こうちく

の「場
ば

」の設
せっ

置
ち

について 

 

学校
がっこう

と障害児通所
しょうがいじつうしょ

支援
し え ん

事業所
じぎょうしょ

等
とう

の管轄
かんかつ

部署
ぶ し ょ

が異
こと

なるため、障害
しょうがい

のある子供
こ ど も

の情報
じょうほう

が双方
そうほう

の現場
げ ん ば

で共有
きょうゆう

されにくいことを踏
ふ

まえ、各地方
か く ち ほ う

自治体
じ ち た い

は、教育
きょういく

委員会
い い ん か い

と福祉
ふ く し

部局
ぶきょく

が共
とも

に主
おも

 

導
どう

し、学校
がっこう

と障害児通所
しょうがいじつうしょ

支援
し え ん

事業所
じぎょうしょ

等
とう

との関係
かんけい

を構築
こうちく

するための「連絡
れんらく

会議
か い ぎ

」などの機会
き か い

 

を定期的
て い き て き

に設
もう

けること。その際
さい

、各地方
か く ち ほ う

自治体
じ ち た い

は、別添
べってん

２の地方
ち ほ う

自治体
じ ち た い

の実践
じっせん

事例
じ れ い

等
とう

を参
さん

 

考
こう

に、既存
き そ ん

の特別
とくべつ

支援
し え ん

教育
きょういく

連絡協
れんらくきょう

議会
ぎ か い

、発達
はったつ

障害者
しょうがいしゃ

支援
し え ん

地域協
ちいききょう

議会
ぎ か い

及
およ

び（自立
じ り つ

支援
し え ん

）協議
きょうぎ

 

会
かい

等
とう

の既存
き そ ん

の協
きょう

議会
ぎ か い

を活用
かつよう

する等
など

、効率的
こうりつてき

かつ効果的
こ う か て き

な運営
うんえい

に努
つと

めること。 

 

（２）学校
がっこう

の教職員
きょうしょくいん

等
とう

への障害
しょうがい

のある子供
こ ど も

に係
かか

る福祉
ふ く し

制度
せ い ど

の周知
しゅうち

について 

 

例
たと

えば、小
しょう

・中学校
ちゅうがっこう

から放課後
ほ う か ご

等
とう

デイサービス
で い さ ー び す

事業所
じぎょうしょ

への送迎
そうげい

時
じ

において、放課後
ほ う か ご

等
とう

デ
で

イ
い

サ
さ

ー
ー

ビ
び

ス
す

についての教職員
きょうしょくいん

の理解
り か い

が深
ふか

まっていないために、対象
たいしょう

児童
じ ど う

生徒
せ い と

の学校
がっこう

にお

ける様子
よ う す

などの情報
じょうほう

提供
ていきょう

をはじめとする学校
がっこう

の協 力
きょうりょく

が得
え

られにくいことがある。これを

踏
ふ

まえ、各地方
か く ち ほ う

自治体
じ ち た い

において、教育
きょういく

委員会
い い ん か い

と福祉
ふ く し

部局
ぶきょく

が連携
れんけい

し、放課後
ほ う か ご

等
とう

デイサービス
で い さ ー び す

や保
ほ

育所
いくしょ

等
とう

訪問
ほうもん

支援
し え ん

事業
じぎょう

を含
ふく

む障害
しょうがい

のある子供
こ ど も

に係
かか

る福祉
ふ く し

制度
せ い ど

について、小
しょう

・中学校
ちゅうがっこう

や

特別
とくべつ

支
し

援
えん

学校
がっこう

の校長会
こうちょうかい

、教職員
きょうしょくいん

の研修会
けんしゅうかい

等
とう

において福祉
ふ く し

部局
ぶきょく

や障害児通所
しょうがいじつうしょ

支援
し え ん

事業所
じぎょうしょ

等
とう

が説明
せつめい

する機会
き か い

を確保
か く ほ

し、学校
がっこう

の教職員
きょうしょくいん

等
とう

に対
たい

して制度
せ い ど

の周知
しゅうち

を図
はか

ること。 

また、特
とく

に、保育所
ほ い く じ ょ

、幼稚園
よ う ち え ん

、認定
にんてい

こども園
えん

等
とう

の子供
こ ど も

とその保護者
ほ ご し ゃ

が集
あつ

まる場
ば

には、発達
はったつ

障
しょう

害
がい

に関
かん

する知識
ち し き

を有
ゆう

する専門家
せ ん も ん か

を派遣
は け ん

する、巡回
じゅんかい

支援
し え ん

専門員
せんもんいん

整備
せ い び

事業
じぎょう

を活用
かつよう

するなど 

し、発達
はったつ

障害
しょうがい

についての知識
ち し き

や対応
たいおう

技術
ぎじゅつ

の普及
ふきゅう

を促
うなが

すこと。 

 

（３）学校
がっこう

と障害児通所
しょうがいじつうしょ

支援
し え ん

事業所
じぎょうしょ

等
とう

との連携
れんけい

の強化
きょうか

について 

 

学校
がっこう

と放課後
ほ う か ご

等
とう

デイサービス
で い さ ー び す

事業所
じぎょうしょ

において、お互
たが

いの活動
かつどう

内容
ないよう

や課題
か だ い

、担当者
たんとうしゃ

の連
れん

絡
らく

先
さき

などが共有
きょうゆう

されていない等
とう

により、両者
りょうしゃ

の円滑
えんかつ

なコミュニケーション
こ み ゅ に け ー し ょ ん

が図
はか

れず連携
れんけい

がで

きてない。他方
た ほ う

、個々
こ こ

の障害児
しょうがいじ

に対
たい

する支援
し え ん

計画
けいかく

については、各学校
かくがっこう

において個別
こ べ つ

の教育
きょういく

 

支
し

援
えん

計画
けいかく

を、障害児通所
しょうがいじつうしょ

支援
し え ん

事業所
じぎょうしょ

等
とう

において個別
こ べ つ

支援
し え ん

計画
けいかく

を作成
さくせい

している。こうした状
じょう

 

況
きょう

を踏
ふ

まえ、学校
がっこう

と障害児通所
しょうがいじつうしょ

支援
し え ん

事業所
じぎょうしょ

等間
とうかん

の連携
れんけい

方策
ほうさく

について、別添
べってん

２の地方
ち ほ う

自治体
じ ち た い

 

の実践
じっせん

事例
じ れ い

を参考
さんこう

に検討
けんとう

し、学校
がっこう

と障害児通所
しょうがいじつうしょ

支援
し え ん

事業所
じぎょうしょ

等間
とうかん

の連携
れんけい

の仕
し

組
く

みを構築
こうちく

する 

こと。 
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２ 保護者
ほ ご し ゃ

支援
し え ん

を推進
すいしん

するための方策
ほうさく

  

障害
しょうがい

のある子供
こ ど も

やその保護者
ほ ご し ゃ

にとって、専門的
せんもんてき

な相談
そうだん

ができる機関
き か ん

や保護者
ほ ご し ゃ

同士
ど う し

の交流
こうりゅう

の 

場
ば

が必要
ひつよう

であることを踏
ふ

まえ、各地方
か く ち ほ う

自治体
じ ち た い

においては、以下
い か

に示
しめ

す支援
し え ん

等
とう

に取
と

り組
く

むこと。 

 

（１）保護者
ほ ご し ゃ

支援
し え ん

のための相談
そうだん

窓口
まどぐち

の整理
せ い り

について 

 

乳幼児期
に ゅ う よ う じ き

、学齢期
が く れ い き

から社会
しゃかい

参加
さ ん か

に至
いた

るまでの各段階
かくだんかい

で、必要
ひつよう

となる相談
そうだん

窓口
まどぐち

が分散
ぶんさん

して 

おり、保護者
ほ ご し ゃ

は、どこに、どのような相談
そうだん

機関
き か ん

があるのかが分
わ

かりにくく、必要
ひつよう

な支援
し え ん

を 

十
じゅう

分
ぶん

に受
う

けられないことがある。これを踏
ふ

まえ、各地方
か く ち ほ う

自治体
じ ち た い

においては、教育
きょういく

委員会
い い ん か い

と 

福
ふく

祉
し

部
ぶ

局
きょく

が連携
れんけい

し、別添
べってん

３に示
しめ

した相談
そうだん

窓口
まどぐち

を一元化
い ち げ ん か

している地方
ち ほ う

自治体
じ ち た い

の事例
じ れ い

等
とう

を参
さん

考
こう

に、教育
きょういく

委員会
い い ん か い

や福祉
ふ く し

部局
ぶきょく

等
とう

の関係
かんけい

部局
ぶきょく

及
およ

び教育
きょういく

センター
せ ん た ー

、保健所
ほ け ん じ ょ

、発達
はったつ

障害者
しょうがいしゃ

支援
し え ん

セン
せ ん

 

ター
た ー

、児童
じ ど う

発達
はったつ

支援
し え ん

センター
せ ん た ー

等
とう

の関係
かんけい

機関
き か ん

の相談
そうだん

窓口
まどぐち

を整理
せ い り

し、保護者
ほ ご し ゃ

が自治体
じ ち た い

のどこの 

部
ぶ

署
しょ

や機関
き か ん

に相談
そうだん

すればよいのかを分
わ

かりやすく示
しめ

すこと。 

なお、相談
そうだん

の対応
たいおう

に際
さい

しては、以下
い か

の２（２）で作成
さくせい

したハンドブック
は ん ど ぶ っ く

を活用
かつよう

するなど、 

担当
たんとう

以外
い が い

の職員
しょくいん

であっても適切
てきせつ

な窓口
まどぐち

を紹介
しょうかい

できるようにすること。 

 

（２）保護者
ほ ご し ゃ

支援
し え ん

のための情報
じょうほう

提供
ていきょう

の推進
すいしん

について 

 

保護者
ほ ご し ゃ

は、相談
そうだん

支援
し え ん

事業所
じぎょうしょ

や障害児通所
しょうがいじつうしょ

支援
し え ん

事業所
じぎょうしょ

等
とう

のサービス
さ ー び す

内容
ないよう

や利用
り よ う

方法
ほうほう

が分
ぶん

か 

らず、子供
こ ど も

に合
あ

う事業所
じぎょうしょ

を見
み

つけることに苦労
く ろ う

したり、相談
そうだん

窓口
まどぐち

がわからず、誰
だれ

に相談
そうだん

し 

てよいのかわからないということがある。これを踏
ふ

まえ、各地方
か く ち ほ う

自治体
じ ち た い

においては、福祉
ふ く し

 

制
せい

度
ど

が分
わ

かりやすく、利用
り よ う

しやすいものとなるよう、支援
し え ん

に係
かか

る情報
じょうほう

や相談
そうだん

窓口
まどぐち

が一目
ひ と め

で 

分
わ

かるような、保護者
ほ ご し ゃ

向
む

けハンドブック
は ん ど ぶ っ く

を作成
さくせい

すること。 

さらに、各地方
か く ち ほ う

自治体
じ ち た い

がハンドブック
は ん ど ぶ っ く

を作成
さくせい

する際
さい

には、別添
べってん

４を参考
さんこう

に、障害
しょうがい

につい 

ての基本的
き ほ ん て き

な事項
じ こ う

、子供
こ ど も

やその保護者
ほ ご し ゃ

が受けられる教育
きょういく

・福祉
ふ く し

制度
せ い ど

の概要
がいよう

、その自治体
じ ち た い

に 

おいて提供
ていきょう

される行政
ぎょうせい

サービス
さ ー び す

の内容
ないよう

や相談
そうだん

機関
き か ん

の概要
がいよう

と連絡先
れんらくさき

等
とう

など、保護者
ほ ご し ゃ

が必要
ひつよう

と 

する内容
ないよう

を盛
も

り込
こ

み、継続的
けいぞくてき

にその活用
かつよう

と周知
しゅうち

を図
はか

ること。 

 

（３）保護者
ほ ご し ゃ

同士
ど う し

の交流
こうりゅう

の場
ば

等
とう

の促進
そくしん

について 

 

周囲
しゅうい

に子
こ

育
そだ

てに関
かん

する悩
なや

み等
とう

を話
はな

せる人
ひと

がおらず、障害
しょうがい

のある子供
こ ど も

の保護者
ほ ご し ゃ

が孤
こ

立
りつ

感
かん

・

孤
こ

独
どく

感
かん

を感
かん

じてしまい、家
いえ

にひきこもってしまう場合
ば あ い

があることを踏
ふ

まえ、各地方
か く ち ほ う

自治体
じ ち た い

 

においては、こうした保護者
ほ ご し ゃ

同士
ど う し

の交流
こうりゅう

の場
ば

を設
もう

けるピアサポート
ぴ あ さ ぽ ー と

の推進
すいしん

や専門的
せんもんてき

な研修
けんしゅう

 

を受
う

けた障害
しょうがい

のある子供
こ ど も

を持
も

つ保護者
ほ ご し ゃ

（以下
い か

「ペアレントメンター
ぺ あ れ ん と め ん た ー

」という。）の養成及
ようせいきゅう

 

びペアレントメンター
ぺ あ れ ん と め ん た ー

による相談
そうだん

支援
し え ん

を実施
じ っ し

すること。 

また、家庭
か て い

での教育
きょういく

も重要
じゅうよう

であることから、保護者
ほ ご し ゃ

が発達
はったつ

障害
しょうがい

の特性
とくせい

を踏
ふ

まえた接
せっ

し方
かた

や褒
ほ

め方
かた

等
とう

を学
まな

び、子供
こ ど も

の問題
もんだい

行動
こうどう

を減少
げんしょう

できるよう、保護者
ほ ご し ゃ

に対
たい

してペ
ぺ

ア
あ

レ
れ

ン
ん

ト
と

プ
ぷ

ロ
ろ

グ
ぐ

ラ
ら

ム
む

やペアレントトレーニング
ぺ あ れ ん と と れ ー に ん ぐ

による支援
し え ん

を行
おこな

うこと。 

さらに、教育
きょういく

委員会
い い ん か い

においても、福祉
ふ く し

部局
ぶきょく

と連携
れんけい

しつつ、就学
しゅうがく

相談
そうだん

、教育
きょういく

相談
そうだん

等
とう

の機会
き か い

 

を捉
とら

え、保護者
ほ ご し ゃ

同士
ど う し

の交流
こうりゅう

を促進
そくしん

するような取
とり

組
くみ

を促
うなが

すこと。 

 

（４）専門家
せ ん も ん か

による保護者
ほ ご し ゃ

への相談
そうだん

支援
し え ん

について 

 

障害児
しょうがいじ

支援
し え ん

利用
り よ う

計画
けいかく

の作成
さくせい

にあたる相談
そうだん

支援
し え ん

専門員
せんもんいん

について、障害
しょうがい

のある子供
こ ど も

や発達障
はったつしょう

 

害
がい

について専門的
せんもんてき

知識
ち し き

を有
ゆう

する者
もの

が不足
ふ そ く

していることを踏
ふ

まえ、各都道府県
か く と ど う ふ け ん

は、相談
そうだん

支援
し え ん
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専
せん

門
もん

員
いん

が受講
じゅこう

する、障害
しょうがい

のある子供
こ ど も

についての知識
ち し き

や経験
けいけん

等
とう

を積
つ

むことができるような専
せん

 

門
もん

コース
こ ー す

別
べつ

研修
けんしゅう

を積極的
せっきょくてき

に開催
かいさい

すること。 

 

 

 

 

 

 

 

  

【本件
ほんけん

連絡先
れんらくさき

】  

文部
も ん ぶ

科学省
かがくしょう

初等
しょとう

中等
ちゅうとう

教育局
きょういくきょく

    厚生
こうせい

労働省
ろうどうしょう

社会
しゃかい

・援護局
えんごきょく

障害
しょうがい

保健
ほ け ん

福祉部
ふ く し ぶ

障害
しょうがい

福祉課
ふ く し か

 

特別
とくべつ

支援
し え ん

教育課
きょういくか

支援
し え ん

総括係
そうかつがかり

 齊藤
さいとう

    障害児
しょうがいじ

・発達
はったつ

障害者
しょうがいしゃ

支援室
し え ん し つ

 発達
はったつ

障害者
しょうがいしゃ

支援係
しえんがかり

 当新
とうしん

 

TEL
で ん わ

：03－5253－4111（内線
ないせん

 3254）    TEL
で ん わ

：03－5253－1111（内線
ないせん

 3038） 
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別添
べってん

１．家庭
か て い

と教育
きょういく

と福祉
ふ く し

の連携
れんけい

「トライアングル
と ら い あ ん ぐ る

」プロジェクト
ぷ ろ じ ぇ く と

報告
ほうこく

（平成
へいせい

30年
ねん

3月
がつ

29日
にち

 

家
か

庭
てい

と教育
きょういく

と福祉
ふ く し

の連携
れんけい

「トライアングル
と ら い あ ん ぐ る

」プロジェクトチーム
ぷ ろ じ ぇ く と ち ー む

） 

 

別添
べってん

２．教育
きょういく

と福祉
ふ く し

の関係
かんけい

部局
ぶきょく

・機関
き か ん

の関係
かんけい

構築
こうちく

の場
ば

として、既存
き そ ん

の会議
か い ぎ

を活用
かつよう

した事例
じ れ い

及
およ

び学校
がっこう

と障害児通所
しょうがいじつうしょ

支援
し え ん

事業所
じぎょうしょ

等
とう

との連携
れんけい

の実践
じっせん

事例
じ れ い

 

① 徳島県
とくしまけん

 

② 大阪府
お お さ か ふ

箕面市
み の お し

 

 

別添
べってん

３．相談
そうだん

窓口
まどぐち

一元化
い ち げ ん か

の実践
じっせん

事例
じ れ い

 

① 東京都
とうきょうと

日野市
ひ の し

 

② 新潟県
にいがたけん

三条市
さんじょうし

 

 

別添
べってん

４．保護者
ほ ご し ゃ

支援
し え ん

のためのハンドブック
は ん ど ぶ っ く

作成
さくせい

にあたってのポイント
ぽ い ん と

 

（参考
さんこう

１）栃木県
と ち ぎ け ん

宇都宮市
う つ の み や し

の例
れい

： 

「発達障
はったつしょう

がいを正
ただ

しく理解
り か い

しよう！（乳幼児期編
に ゅ う よ う じ き へ ん

）」リーフレット
り ー ふ れ っ と

、パンフ
ぱ ん ふ

 

レ
れ

ッ
っ

ト
と

 

http://www.city.utsunomiya.tochigi.jp/kurashi/shogai/hattatsu/1004265.html 

（参考
さんこう

２）富山県
と や ま け ん

の例
れい

： 

「ひとりじゃないよ（学齢期
が く れ い き

）発達
はったつ

障害
しょうがい

支援
し え ん

ハンドブック
は ん ど ぶ っ く

」ハンドブック
は ん ど ぶ っ く

 

http://tym-ariso.org/not_alone.html 

  

別
べっ

 添
てん
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【横 浜 市
よ こ は ま し

発
は っ

達
た つ

障
し ょ う

害
が い

施
し

策
さ く

の 再
さ い

構
こ う

築
ち く

に 係
かか

る 方
ほう

向
こう

性
せい

】 
 

★ 【既存
き そ ん

の施策
し さ く

等
と う

の変革
へ ん か く

】 及
お よ

び 【新規
し ん き

の取組
と り く み

】 が必要
ひ つ よ う

な事項
じ こ う

 

 抽出
ちゅうしゅつ

された項目
こ う も く

 
課題
か だ い

項目
こ う も く

（求
も と

められているもの） 対象
た い し ょ う

となる機関
き か ん

、及
お よ

び 

主
お も

な担
に な

い手
て

候補
こ う ほ

となる機関
き か ん

 大項目
だ い こ う も く

 小項目
し ょ う こ う も く

 

１ 

‣ 集団
し ゅ う だ ん

生活
せ い か つ

の苦
く る

しさ 

‣ 支援
し え ん

の必要性
ひ つ よ う せ い

を声
こ え

に出
だ

しにくい 

‣ 二次
に じ

障害
し ょ う が い

の発生
は っ せ い

 

‣ 発達
は っ た つ

障害
し ょ う が い

≠特別
と く べ つ

 

‣ 社会
し ゃ か い

の理解
り か い

（色々
い ろ い ろ

な子
こ

がいていいよ） 

‣ インクルーシブ
い ん く る ー し ぶ

な合意
ご う い

形成
け い せ い

 

‣ ソーシャルスキル
そ ー し ゃ る す き る

の必要性
ひ つ よ う せ い

を認識
に ん し き

しづらい 

‣ 親
お や

からのプレッシャー
ぷ れ っ し ゃ ー

 

‣ 早
は や

い時期
じ き

に決
き

めつけ 

本人
ほんにん

への 

支援
し え ん

 

本人
ほんにん

がその人
ひ と

らしく生
い

きるため

の支援
し え ん

の充実
じゅうじつ

。 

◎ 地域
ち い き

療育
り ょ う い く

センター
せ ん た ー

 

◎ 学齢
が く れ い

後期
こ う き

障害児
し ょ う が い じ

支援
し え ん

事業
じ ぎ ょ う

 

◎ 発達
は っ た つ

障害者
し ょ う が い し ゃ

支援
し え ん

センター
せ ん た ー

 

◎ 障害児通所
し ょ う が い じ つ う し ょ

支援
し え ん

事業
じ ぎ ょ う

 

  （児童
じ ど う

発達
は っ た つ

支援
し え ん

事業所
じ ぎ ょ う し ょ

・放課後
ほ う か ご

等
と う

 

  デイサービス
で い さ ー び す

事業所
じ ぎ ょ う し ょ

） 

◎ 障害者
し ょ う が い し ゃ

ピア
ぴ あ

相談
そ う だ ん

センター
せ ん た ー

 他
ほ か

 

２ 

‣ 居場所
い ば し ょ

になれるところがない 

‣ 中学
ち ゅ う が く

高校
こ う こ う

以降
い こ う

の居場所
い ば し ょ

不足
ぶ そ く

 

  （仲間
な か ま

が減
へ

る、孤立化
こ り つ か

） 

‣ 二次
に じ

障害
し ょ う が い

の発生
は っ せ い

 

‣ 二次
に じ

障害
し ょ う が い

のリスク
り す く

（医療的
い り ょ う て き

なサポート
さ ぽ ー と

が必要
ひ つ よ う

） 

‣ 家族
か ぞ く

との関係
か ん け い

が希薄
き は く

に 

‣ 社会
し ゃ か い

の理解
り か い

（色々
い ろ い ろ

な子
こ

がいていいよ） 

‣ 環境
か ん き ょ う

の中
な か

で生
い

かされる 

‣ 不登校
ふ と う こ う

→引
ひ

きこもりへ 

‣ 不登校
ふ と う こ う

になった子
こ

が行
い

く場所
ば し ょ

がない 

‣ 集団
し ゅ う だ ん

生活
せ い か つ

の苦
く る

しさ 

当事者
と う じ し ゃ

の居場所
い ば し ょ

の充実
じゅうじつ

。 

◎ 障害者
し ょ う が い し ゃ

地域
ち い き

活動
か つ ど う

ホーム
ほ ー む

 

◎ 地域
ち い き

ケアプラザ
け あ ぷ ら ざ

 

◎ 青少年
せ い し ょ う ね ん

相談
そ う だ ん

センター
せ ん た ー

 

◎ ユースプラザ
ゆ ー す ぷ ら ざ

 

◎ 若者
わ か も の

サポートステーション
さ ぽ ー と す て ー し ょ ん

 

◎ よこはま型
が た

若者
わ か も の

自立
じ り つ

塾
じ ゅ く

 

◎ 放課後
ほ う か ご

児童
じ ど う

クラブ
く ら ぶ

・放課後
ほ う か ご

キッズクラブ
き っ ず く ら ぶ

・

はまっ子
こ

ふれあいスクール
す く ー る

 他
ほ か

 

３ 

‣ 二次
に じ

障害
し ょ う が い

の発生
は っ せ い

 

‣ 二次
に じ

障害
し ょ う が い

のリスク
り す く

（医療的
い り ょ う て き

なサポート
さ ぽ ー と

が必要
ひ つ よ う

） 

‣ 居場所
い ば し ょ

になれるところがない 

‣ 中学
ち ゅ う が く

高校
こ う こ う

以降
い こ う

の居場所
い ば し ょ

不足
ぶ そ く

 

  （仲間
な か ま

が減
へ

る、孤立化
こ り つ か

） 

‣ 家族
か ぞ く

との関係
か ん け い

が希薄
き は く

に 

‣ 発達
は っ た つ

障害
し ょ う が い

≠特別
と く べ つ

 

‣ 社会
し ゃ か い

の理解
り か い

（色々
い ろ い ろ

な子
こ

がいていいよ） 

‣ インクルーシブ
い ん く る ー し ぶ

な合意
ご う い

形成
け い せ い

 

‣ 環境
か ん き ょ う

の中
な か

で生
い

かされる 

‣ 不登校
ふ と う こ う

→引
ひ

きこもりへ 

‣ 不登校
ふ と う こ う

になった子
こ

が行
い

く場
ば

所
し ょ

がない 

‣ 集団
し ゅ う だ ん

生活
せ い か つ

の苦
く る

しさ 

‣ 一斉
い っ せ い

学習
が く し ゅ う

になじまない 

‣ 子
こ

どもの生活
せ い か つ

自体
じ た い

が忙
いそが

しい 

二次
に じ

障害
しょうがい

（引
ひ

きこもり等
と う

）への 

対応力
た い お う りょ く

向上
こうじょう

。 

◎ 小学校
し ょ う が っ こ う

・中学校
ち ゅ う が っ こ う

・高等
こ う と う

学校
が っ こ う

 

◎ 特別
と く べ つ

支援
し え ん

学校
が っ こ う

・高等
こ う と う

特別
と く べ つ

支援
し え ん

学校
が っ こ う

 

◎ 通信制校
つ う し ん せ い こ う

・サポート校
さ ぽ ー と こ う

・技能
ぎ の う

連携校
れ ん け い こ う

 

◎ 教育
き ょ う い く

総合
そ う ご う

相談
そ う だ ん

センター
せ ん た ー

 

◎ 学齢
が く れ い

後期
こ う き

障害児
し ょ う が い じ

支援
し え ん

事業
じ ぎ ょ う

 

◎ 青少年
せ い し ょ う ね ん

相談
そ う だ ん

センター
せ ん た ー

 

◎ 児童
じ ど う

相談所
そ う だ ん じ ょ

 

◎ 区
く

福祉
ふ く し

保健
ほ け ん

センター
せ ん た ー

 

◎ 基幹
き か ん

相談
そ う だ ん

支援
し え ん

センター
せ ん た ー

 

◎ 精神
せ い し ん

障害者
し ょ う が い し ゃ

生活
せ い か つ

支援
し え ん

センター
せ ん た ー

 

◎ 指定
し て い

特定
と く て い

相談
そ う だ ん

支援
し え ん

事業所
じ ぎ ょ う し ょ

 

◎ 障害児
し ょ う が い じ

相談
そ う だ ん

支援
し え ん

事業所
じ ぎ ょ う し ょ

 

◎ 発達
は っ た つ

障害者
し ょ う が い し ゃ

支援
し え ん

センター
せ ん た ー

 他
ほ か

 

４ 

‣ 大学生
だ い が く せ い

になって（発達
は っ た つ

障害
し ょ う が い

に）気
き

づく 

‣ 就職
し ゅ う し ょ く

段階
だ ん か い

で発達
は っ た つ

障害
し ょ う が い

だと告知
こ く ち

される 

‣ 自己
じ こ

理解
り か い

の不足
ふ そ く

 

‣ 家庭
か て い

生活
せ い か つ

を築
き ず

きにくい 

‣ 支援
し え ん

の必要性
ひ つ よ う せ い

を声
こ え

に出
だ

しにくい 

‣ パートナー
ぱ ー と な ー

が困
こ ま

っている 

‣ 親
お や

なき後
ご

の支援
し え ん

（の質
し つ

） 

‣ 親
お や

からのプレッシャー
ぷ れ っ し ゃ ー

 

‣ 未診断
み し ん だ ん

の方
か た

は自立
じ り つ

に向
む

けての道程
ど う て い

で、上
う

手
ま

く行
い

く

行
い

かないの差
さ

が大
お お

きい 

‣ 両親
り ょ う し ん

の一方
い っ ぽ う

か両方
り ょ う ほ う

が発達
は っ た つ

障害
し ょ う が い

の疑
うたが

い 

‣ 二次
に じ

障害
し ょ う が い

 

‣ 支援者側
し え ん し ゃ が わ

の理解
り か い

が不十分
ふ じ ゅ う ぶ ん

な結果
け っ か

、 触法
し ょ く ほ う

行動
こ う ど う

に

繋
つ な

がる 

‣ 精神科
せ い し ん か

医療
い り ょ う

の必要性
ひ つ よ う せ い

 

‣ 長時間
ち ょ う じ か ん

労働
ろ う ど う

の困難
こ ん な ん

な人
ひ と

への所得
し ょ と く

補償
ほ し ょ う

 

‣ 生活
せ い か つ

の支援
し え ん

 

成人期
せ い じ ん き

の課題
か だ い

に対
た い

する、本人
ほんにん

 

支援
し え ん

の充実
じゅうじつ

。 

◎ 区
く

福祉
ふ く し

保健
ほ け ん

センター
せ ん た ー

 

  （高齢
こ う れ い

・障害
し ょ う が い

支援課
し え ん か

、生活
せ い か つ

支援課
し え ん か

） 

◎ 基幹
き か ん

相談
そ う だ ん

支援
し え ん

センター
せ ん た ー

 

◎ 精神
せ い し ん

障害者
し ょ う が い し ゃ

生活
せ い か つ

支援
し え ん

センター
せ ん た ー

 

◎ 指定
し て い

特定
と く て い

相談
そ う だ ん

支援
し え ん

事業所
じ ぎ ょ う し ょ

 

◎ 発達
は っ た つ

障害者
し ょ う が い し ゃ

支援
し え ん

センター
せ ん た ー

 

◎ 就労
し ゅ う ろ う

支援
し え ん

センター
せ ん た ー

 

◎ 就労
し ゅ う ろ う

系
け い

障害
し ょ う が い

福祉
ふ く し

サービス
さ ー び す

事業所
じ ぎ ょ う し ょ

 

◎ 障害者
し ょ う が い し ゃ

地域
ち い き

活動
か つ ど う

ホーム
ほ ー む

 

◎ 地域
ち い き

ケアプラザ
け あ ぷ ら ざ

 

◎ 青少年
せ い し ょ う ね ん

相談
そ う だ ん

センター
せ ん た ー

 

◎ ユースプラザ
ゆ ー す ぷ ら ざ

 

◎ 若者
わ か も の

サポートステーション
さ ぽ ー と す て ー し ょ ん

 

◎ よこはま型
が た

若者
わ か も の

自立
じ り つ

塾
じ ゅ く

 

◎ あんしんセンター
せ ん た ー

 

◎ 障害者
し ょ う が い し ゃ

ピア
ぴ あ

相談
そ う だ ん

センター
せ ん た ー

  他
ほ か

 

  

参考
さ ん こ う

資料
し り ょ う

５ 
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 抽出
ちゅうしゅつ

された項目
こ う も く

 
課題
か だ い

項目
こ う も く

（求
も と

められているもの） 対象
た い し ょ う

となる機関
き か ん

、及
お よ

び 

主
お も

な担
に な

い手
て

候補
こ う ほ

となる機関
き か ん

 大項目
だ い こ う も く

 小項目
し ょ う こ う も く

 

５ 

‣ 親
お や

が障害
し ょ う が い

があることに気
き

付
づ

かない 

‣ 親
お や

の障害
し ょ う が い

受容
じ ゅ よ う

に時間
じ か ん

がかかる 

‣ 保護者
ほ ご し ゃ

への継続的
け い ぞ く て き

なサポート
さ ぽ ー と

 

‣ 保護者
ほ ご し ゃ

に対
た い

する教育
きょういく

、及
お よ

び支援
し え ん

の不足
ふ そ く

（サ
さ

ー
ー

ビ
び

ス
す

利用
り よ う

を含
ふ く

め） 

‣ 親
お や

に対
た い

する共感的
き ょ う か ん て き

な支援
し え ん

（ペアレントメンター
ぺ あ れ ん と め ん た ー

） 

‣ 子
こ

どもの変化
へ ん か

に気
き

づきにくい 

‣ 支援
し え ん

の選択肢
せ ん た く し

。情報
じ ょ う ほ う

収集
しゅうしゅう

が難
むずか

しい 

‣ サービス
さ ー び す

の選択
せ ん た く

に迷
ま よ

う 

‣ 親
お や

からのプレッシャー
ぷ れ っ し ゃ ー

（が強
つ よ

い） 

‣ 保護者
ほ ご し ゃ

‣支援者
し え ん し ゃ

の責任
せ き に ん

なのか？ 

‣ 家族
か ぞ く

等
と う

の変化
へ ん か

「どこにつれていったら良
よ

いか？」 

に変
か

わってきている。 

‣ 両親
り ょ う し ん

の一方
い っ ぽ う

か両方
り ょ う ほ う

が発達
は っ た つ

障害
し ょ う が い

の疑
うたが

い 

保護者
ほ ご し ゃ

 

及
お よ

び 

家族
か ぞ く

への 

支援
し え ん

 

保護者
ほ ご し ゃ

及
お よ

び家族
か ぞ く

に対
た い

する支
し

援
えん

の充実
じゅうじつ

。 

◎ 地域
ち い き

療育
り ょ う い く

センター
せ ん た ー

 

◎ 学齢
が く れ い

後期
こ う き

障害児
し ょ う が い じ

支援
し え ん

事業所
じ ぎ ょ う し ょ

 

◎ 発達
は っ た つ

障害者
し ょ う が い し ゃ

支援
し え ん

センター
せ ん た ー

 

◎ 通級
つ う き ゅ う

指導
し ど う

教室
き ょ う し つ

 

◎ 特別
と く べ つ

支援
し え ん

教育
き ょ う い く

総合
そ う ご う

センター
せ ん た ー

  

◎ 教育
き ょ う い く

総合
そ う ご う

相談
そ う だ ん

センター
せ ん た ー

 

◎ 障害児通所
し ょ う が い じ つ う し ょ

支援
し え ん

事業所
じ ぎ ょ う し ょ

（児童
じ ど う

発達
は っ た つ

支
し

援
え ん

事業所
じ ぎ ょ う し ょ

・放課後
ほ う か ご

等
と う

デ
で

イ
い

サ
さ

ー
ー

ビ
び

ス
す

事
じ

業
ぎょう

所
し ょ

） 

◎ 障害児
し ょ う が い じ

地域
ち い き

訓練会
く ん れ ん か い

 

◎ 地域
ち い き

子
こ

育
そ だ

て支援
し え ん

拠点
き ょ て ん

 

◎ 障害児
し ょ う が い じ

・者
し ゃ

団体
だ ん た い

（家族会
か ぞ く か い

） 他
ほ か

 

６ 

‣ 民間
み ん か ん

の参入
さ ん に ゅ う

も含
ふ く

め、サービス
さ ー び す

を再構築
さ い こ う ち く

 

‣ サービス
さ ー び す

の選択
せ ん た く

に迷
ま よ

う 

‣ 家族
か ぞ く

等
と う

の変化
へ ん か

「どこにつれていったら良
よ

いか？」に

変
か

わってきている。 

‣ 療育
り ょ う い く

センター
せ ん た ー

の仕
し

組
く

みが破
は

たん 

‣ コーディネーター
こ ー で ぃ ね ー た ー

機能
き の う

の不足
ふ そ く

 

‣ 支援
し え ん

の選択肢
せ ん た く し

、情報
じ ょ う ほ う

収集
しゅうしゅう

が難
むずか

しい 

‣ 基幹型
き か ん が た

相談
そ う だ ん

支援
し え ん

センター
せ ん た ー

の役割
や く わ り

の明確化
め い か く か

 

‣ 専門性
せ ん も ん せ い

が十分
じ ゅ う ぶ ん

でない 

‣ 制度
せ い ど

はある程度
て い ど

整
ととの

っているが、運用上
う ん よ う じ ょ う

の課題
か だ い

がある 

‣ 既存
き そ ん

のものをどう活用
か つ よ う

するかがポイント
ぽ い ん と

 

‣ 保育
ほ い く

のユニバーサルデザイン化
ゆ に ば ー さ る で ざ い ん か

が必要
ひ つ よ う

（発達
は っ た つ

障
しょう

害
が い

への専門性
せ ん も ん せ い

を高
た か

めるばかりでは弱
よ わ

い） 

‣ 放課後
ほ う か ご

等
と う

デイサービス
で い さ ー び す

ができたため、地
ち

活
か つ

は土日
ど に ち

の利用
り よ う

が多
お お

くなっている 

‣ 療育
り ょ う い く

センター
せ ん た ー

の応援
お う え ん

が必要
ひ つ よ う

 

支援
し え ん

機関
き か ん

の 

連携
れんけい

と 

役割
や く わ り

分担
ぶんたん

 

支援
し え ん

機関
き か ん

の役割
や く わ り

分担
ぶんたん

の明
め い

確
か く

化
か

等
と う

による、効率的
こ う り つ て き

・効果的
こ う か て き

な対応
た い お う

。 

◎ 地域
ち い き

療育
り ょ う い く

センター
せ ん た ー

 

◎ 地域
ち い き

子
こ

育
そ だ

て支援
し え ん

拠点
き ょ て ん

 

◎ 障害児
し ょ う が い じ

地域
ち い き

訓練会
く ん れ ん か い

 

◎ 保育所
ほ い く じ ょ

・幼稚園
よ う ち え ん

 

◎ 小学校
し ょ う が っ こ う

・中学校
ち ゅ う が っ こ う

・高等
こ う と う

学校
が っ こ う

 

◎ 特別
と く べ つ

支援
し え ん

学校
が っ こ う

・高等
こ う と う

特別
と く べ つ

支援
し え ん

学校
が っ こ う

 

◎ 通信制校
つ う し ん せ い こ う

・サポート校
さ ぽ ー と こ う

・技能
ぎ の う

連携校
れ ん け い こ う

 

◎ 特別
と く べ つ

支援
し え ん

教育
き ょ う い く

総合
そ う ご う

センター
せ ん た ー

  

◎ 教育
き ょ う い く

総合
そ う ご う

相談
そ う だ ん

センター
せ ん た ー

 

◎ 障害児通所
し ょ う が い じ つ う し ょ

支援
し え ん

事業所
じ ぎ ょ う し ょ

（児童
じ ど う

発達
は っ た つ

支
し

援
え ん

事業所
じ ぎ ょ う し ょ

・放課後
ほ う か ご

等
と う

デイサービス
で い さ ー び す

事
じ

業
ぎょう

所
し ょ

） 

◎ 学齢
が く れ い

後期
こ う き

障害児
し ょ う が い じ

支援
し え ん

事業所
じ ぎ ょ う し ょ

 

◎ 区
く

福祉
ふ く し

保健
ほ け ん

センター
せ ん た ー

 

◎ 基幹
き か ん

相談
そ う だ ん

支援
し え ん

センター
せ ん た ー

 

◎ 精神
せ い し ん

障害者
し ょ う が い し ゃ

生活
せ い か つ

支援
し え ん

センター
せ ん た ー

 

◎ 指定
し て い

特定
と く て い

相談
そ う だ ん

支援
し え ん

事業所
じ ぎ ょ う し ょ

 

◎ 障害児
し ょ う が い じ

相談
そ う だ ん

支援
し え ん

事業所
じ ぎ ょ う し ょ

 

◎ 発達
は っ た つ

障害者
し ょ う が い し ゃ

支援
し え ん

センター 

◎ 就労
し ゅ う ろ う

支援
し え ん

センター
せ ん た ー

 

◎ 青少年
せ い し ょ う ね ん

相談
そ う だ ん

支援
し え ん

センター
せ ん た ー

 

◎ ユースプラザ
ゆ ー す ぷ ら ざ

 

◎ 若者
わ か も の

サポートステーション
さ ぽ ー と す て ー し ょ ん

 

◎ よこはま若者
わ か も の

自立
じ り つ

塾
じ ゅ く

 

◎ 障害者
し ょ う が い し ゃ

ピア
ぴ あ

相談
そ う だ ん

センター
せ ん た ー

 

◎ 就労
し ゅ う ろ う

系
け い

障害
し ょ う が い

福祉
ふ く し

サービス
さ ー び す

事業所
じ ぎ ょ う し ょ

 

◎ 障害者
し ょ う が い し ゃ

地域
ち い き

活動
か つ ど う

ホーム
ほ ー む

 

◎ 地域
ち い き

ケアプラザ
け あ ぷ ら ざ

 

◎ 民生
み ん せ い

委員
い い ん

・児童
じ ど う

委員
い い ん

 他
ほ か

 

７ 

‣ 生涯
し ょ う が い

に亘
わ た

って継続
け い ぞ く

した支援
し え ん

ナビゲーター
な び げ ー た ー

 

‣ サービス
さ ー び す

利用
り よ う

のコーディネーター
こ ー で ぃ ね ー た ー

 

‣ コーディネーター
こ ー で ぃ ね ー た ー

機能
き の う

の不足
ふ そ く

 

ライフステージ
ら い ふ す て ー じ

を通
と お

し、切
き

れ目
め

のない支援
し え ん

を 行
おこな

うための、

コーディネート
こ ー で ぃ ね ー と

機能
き の う

の強化
き ょ う か

。 

◎ 発達
は っ た つ

障害者
し ょ う が い し ゃ

支援
し え ん

センター
せ ん た ー

 

◎ 区
く

福祉
ふ く し

保健
ほ け ん

センター
せ ん た ー

 

◎ 基幹
き か ん

相談
そ う だ ん

支援
し え ん

センター
せ ん た ー

 

◎ 精神
せ い し ん

障害者
し ょ う が い し ゃ

生活
せ い か つ

支援
し え ん

センター
せ ん た ー

 

◎ 指定
し て い

特定
と く て い

相談
そ う だ ん

支援
し え ん

事業所
じ ぎ ょ う し ょ

 

◎ 障害児
し ょ う が い じ

相談
そ う だ ん

支援
し え ん

事業所
じ ぎ ょ う し ょ

 

◎ 特別
と く べ つ

支援
し え ん

教育
き ょ う い く

総合
そ う ご う

センター
せ ん た ー

 他
ほ か
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 抽出
ちゅうしゅつ

された項目
こ う も く

 
課題
か だ い

項目
こ う も く

（求
も と

められているもの） 対象
た い し ょ う

となる機関
き か ん

、及
お よ

び 

主
お も

な担
に な

い手
て

候補
こ う ほ

となる機関
き か ん

 大項目
だ い こ う も く

 小項目
し ょ う こ う も く

 

８ 

‣ 医師
い し

、病院
び ょ う い ん

の不足
ふ そ く

 

‣ 医療
い り ょ う

のネットワーク
ね っ と わ ー く

不足
ぶ そ く

 

‣ 精神科
せ い し ん か

医療
い り ょ う

の必要性
ひ つ よ う せ い

 

‣ 心理
し ん り

等
と う

の他
た

職種
し ょ く し ゅ

の資源
し げ ん

が少
す く

ない 

‣ 医療
い り ょ う

と福祉
ふ く し

の連携
れ ん け い

不足
ぶ そ く

 

‣ 未診断
み し ん だ ん

の方
か た

は自立
じ り つ

に向
む

けての道程
ど う て い

で、上手
う ま

く行
い

く・

行
い

かないの差
さ

が大
お お

きい 

‣ 医療
い り ょ う

に対
た い

する過大
か だ い

な期待
き た い

 

支援
し え ん

機関
き か ん

の 

連携
れんけい

と 

役割
や く わ り

分担
ぶんたん

 

医療
い り ょ う

と福祉
ふ く し

の連携
れんけい

強化
き ょ う か

とネ
ね

ッ
っ

ト
と

ワ
わ

ー
ー

ク
く

の拡充
かくじゅう

。 

◎ 医師会
い し か い

・病院
び ょ う い ん

協会
き ょ う か い

・医療
い り ょ う

機関
き か ん

 

◎ 横浜市
よ こ は ま し

立
り つ

大学
だ い が く

 

◎ 社会
し ゃ か い

福祉士会
ふ く し し か い

 

◎ 地域
ち い き

療育
り ょ う い く

センター
せ ん た ー

 

◎ 学齢
が く れ い

後期
こ う き

障害児
し ょ う が い じ

支援
し え ん

事業所
じ ぎ ょ う し ょ

  

◎ 発達
は っ た つ

障害者
し ょ う が い し ゃ

支援
し え ん

センター
せ ん た ー

 

◎ 区
く

福祉
ふ く し

保健
ほ け ん

センター
せ ん た ー

 

◎ 基幹
き か ん

相談
そ う だ ん

支援
し え ん

センター
せ ん た ー

 

◎ 精神
せ い し ん

障害者
し ょ う が い し ゃ

生活
せ い か つ

支援
し え ん

センター
せ ん た ー

 

◎ 指定
し て い

特定
と く て い

相談
そ う だ ん

支援
し え ん

事業所
じ ぎ ょ う し ょ

 

◎ 障害児
し ょ う が い じ

相談
そ う だ ん

支援
し え ん

事業所
じ ぎ ょ う し ょ

 他
ほ か

 

９ 

‣ サービス
さ ー び す

の選択
せ ん た く

に迷
ま よ

う 

‣ 情報
じ ょ う ほ う

を一元的
い ち げ ん て き

に渡
わ た

せる手段
し ゅ だ ん

 

‣ 家族
か ぞ く

等
と う

の変化
へ ん か

「どこにつれていったら良
よ

いか？」 

に変
か

わってきている。 

‣ 保護者
ほ ご し ゃ

に対
た い

する教育
き ょ う い く

、及
お よ

び支援
し え ん

の不足
ふ そ く

（サ
さ

ー
ー

ビ
び

ス
す

利用
り よ う

を含
ふ く

め） 

サービス
さ ー び す

情報
じょうほう

提供
ていきょう

システム
し す て む

の

充
じゅう

実
じ つ

。 

◎ 横浜市
よ こ は ま し

 

◎ 発達
は っ た つ

障害者
し ょ う が い し ゃ

支援
し え ん

センター
せ ん た ー

 他
ほ か
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‣ 対象者
た い し ょ う し ゃ

の増加
ぞ う か

 

‣ 知的
ち て き

な遅
お く

れなしが半分
は ん ぶ ん

、軽度
け い ど

７割
わ り

（増加中
ぞ う か ち ゅ う

） 

‣ 一見
い っ け ん

判
わ か

りにくい特性
と く せ い

の子
こ

が増
ふ

えている 

‣ 医学的
い が く て き

にも判断
は ん だ ん

が難
むずか

しくなっている 

‣ 対象
た い し ょ う

があいまい 

‣ 障害
し ょ う が い

を告知
こ く ち

する前
ま え

の支援
し え ん

 

‣ 新
あたら

しい評価
ひ ょ う か

の仕
し

組
く

みが必要
ひ つ よ う

 

‣ 保育
ほ い く

のユニバーサルデザイン化
ゆ に ば ー さ る で ざ い ん か

が必要
ひ つ よ う

（発達
は っ た つ

障害
し ょ う が い

への専門性
せ ん も ん せ い

を高
た か

めるばかりでは弱
よ わ

い） 

支援
し え ん

体制
たいせい

の 

強化
き ょ う か

・

拡充
かくじゅう

 

就学前
しゅうがくまえ

の対象者数
たいしょうしゃすう

増加
ぞ う か

に対
た い

する、支援
し え ん

体制
たいせい

の拡充
かくじゅう

。 

◎ 地域
ち い き

療育
り ょ う い く

センター
せ ん た ー

 

◎ 保育所
ほ い く じ ょ

・幼稚園
よ う ち え ん

 

◎ 障害児
し ょ う が い じ

相談
そ う だ ん

支援
し え ん

事業所
じ ぎ ょ う し ょ

 

◎  障害児通所
し ょ う が い じ つ う し ょ

支援
し え ん

事業所
じ ぎ ょ う し ょ

（ 児童
じ ど う

発達
は っ た つ

支
し

援
え ん

事業所
じ ぎ ょ う し ょ

） 

◎ 地域
ち い き

子
こ

育
そ だ

て支援
し え ん

拠点
き ょ て ん

 

◎ 障害児
し ょ う が い じ

地域
ち い き

訓練会
く ん れ ん か い

 他
ほ か
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‣ 先生方
せ ん せ い が た

のサポート
さ ぽ ー と

が必要
ひ つ よ う

（幼
よ う

保
ほ

小
しょう

） 

‣ 制度
せ い ど

はある程度
て い ど

整
ととの

っているが、運用上
う ん よ う じ ょ う

の課題
か だ い

があ

る 

‣ 既存
き そ ん

のものをどう活用
か つ よ う

するかがポイント
ぽ い ん と

 

‣ 一般級
い っ ぱ ん き ゅ う

教員
き ょ う い ん

の支援
し え ん

不足
ぶ そ く

 

‣ 学校
が っ こ う

の授業
じ ゅ ぎ ょ う

の質
し つ

を向上
こ う じ ょ う

 

‣ 昔
むかし

からの教授法
き ょ う じ ゅ ほ う

では対応
た い お う

できない 

‣ 親
お や

に対
た い

する教育的
き ょ う い く て き

関与
か ん よ

 

‣ 療育
り ょ う い く

センター
せ ん た ー

の応援
お う え ん

が必要
ひ つ よ う

 

‣ 一斉
い っ せ い

学習
が く し ゅ う

になじまない 

教育
きょういく

と福祉
ふ く し

の連携
れんけい

等
と う

による、

学齢期
が く れ い き

支援
し え ん

の強化
き ょ う か

。 

◎ 教育
き ょ う い く

委員会
い い ん か い

 

◎ 小学校
し ょ う が っ こ う

・中学校
ち ゅ う が っ こ う

・高等
こ う と う

学校
が っ こ う

 

◎ 特別
と く べ つ

支援
し え ん

学校
が っ こ う

・高等
こ う と う

特別
と く べ つ

支援
し え ん

学校
が っ こ う

 

◎ 通信制校
つ う し ん せ い こ う

・サポート校
さ ぽ ー と こ う

・技能
ぎ の う

連携校
れ ん け い こ う

 

◎ 特別
と く べ つ

支援
し え ん

教育
き ょ う い く

総合
そ う ご う

センター
せ ん た ー

 

◎ 教育
き ょ う い く

総合
そ う ご う

相談
そ う だ ん

センター
せ ん た ー

 

◎ 地域
ち い き

療育
り ょ う い く

センター
せ ん た ー

 

◎ 学齢
が く れ い

後期
こ う き

障害児
し ょ う が い じ

支援
し え ん

事業所
じ ぎ ょ う し ょ

 

◎ 区
く

福祉
ふ く し

保健
ほ け ん

センター
せ ん た ー

 

◎ 基幹
き か ん

相談
そ う だ ん

支援
し え ん

センター
せ ん た ー

 

◎ 精神
せ い し ん

障害者
し ょ う が い し ゃ

生活
せ い か つ

支援
し え ん

センター
せ ん た ー

 

◎ 障害児
し ょ う が い じ

相談
そ う だ ん

支援
し え ん

事業所
じ ぎ ょ う し ょ

 

◎ 障害児通所
し ょ う が い じ つ う し ょ

支援
し え ん

事業所
じ ぎ ょ う し ょ

（放課後
ほ う か ご

等
と う

デ
で

イ
い

サ
さ

ー
ー

ビ
び

ス
す

事業所
じ ぎ ょ う し ょ

） 

◎ 保育所
ほ い く じ ょ

・幼稚園
よ う ち え ん

 

◎ 放課後
ほ う か ご

児童
じ ど う

クラブ
く ら ぶ

・放課後
ほ う か ご

キッズクラブ
き っ ず く ら ぶ

・ 

はまっ子
こ

ふれあいスクール
す く ー る

 他
ほ か
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‣ 二次
に じ

障害
し ょ う が い

の発生
は っ せ い

 

‣ 二次
に じ

障害
し ょ う が い

のリスク
り す く

（医療的
い り ょ う て き

なサポート
さ ぽ ー と

が必要
ひ つ よ う

） 

‣ 福祉
ふ く し

に繋
つ な

がっているか否
い な

かで認識
に ん し き

が違
ち が

う 

‣ 家族
か ぞ く

の孤立感
こ り つ か ん

、不安
ふ あ ん

 

‣ 偏
かたよ

った情報
じ ょ う ほ う

 

‣ 居場所
い ば し ょ

になれるところがない 

‣ 中学
ち ゅ う が く

高校
こ う こ う

以降
い こ う

の居場所
い ば し ょ

不足
ぶ そ く

（仲間
な か ま

が減
へ

る、孤
こ

立
り つ

化
か

） 

‣ 家族
か ぞ く

との関係
か ん け い

が希薄
き は く

に 

‣ 対象
た い し ょ う

があいまい 

学齢
が く れ い

後期
こ う き

に お け る 、 支援
し え ん

の

量的
りょうてき

拡大
か く だ い

と質的
し つ て き

な向上
こうじょう

。 

◎ 中学校
ち ゅ う が っ こ う

・高等
こ う と う

学校
が っ こ う

 

◎ 特別
と く べ つ

支援
し え ん

学校
が っ こ う

・高等
こ う と う

特別
と く べ つ

支援
し え ん

学校
が っ こ う

 

◎ サポート校
さ ぽ ー と こ う

・技能
ぎ の う

連携校
れ ん け い こ う

 

◎ 教育
き ょ う い く

総合
そ う ご う

相談
そ う だ ん

センター
せ ん た ー

 

◎ 学齢
が く れ い

後期
こ う き

障害児
し ょ う が い じ

支援
し え ん

事業
じ ぎ ょ う

 

◎ 障害児
し ょ う が い じ

相談
そ う だ ん

支援
し え ん

事業所
じ ぎ ょ う し ょ

 

◎ 障害児通所
し ょ う が い じ つ う し ょ

支援
し え ん

事業所
じ ぎ ょ う し ょ

（放課後
ほ う か ご

等
と う

デ
で

イ
い

サ
さ

ー
ー

ビ
び

ス
す

事業所
じ ぎ ょ う し ょ

） 他
ほ か

 

 

  



- 26 - 
 

 抽出
ちゅうしゅつ

された項目
こ う も く

 
課題
か だ い

項目
こ う も く

（求
も と

められているもの） 対象
た い し ょ う

となる機関
き か ん

、及
お よ

び 

主
お も

な担
に な

い手
て

候補
こ う ほ

となる機関
き か ん

 大項目
だ い こ う も く

 小項目
し ょ う こ う も く
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‣ 専門性
せ ん も ん せ い

が十分
じ ゅ う ぶ ん

でない 

‣ 心理
し ん り

‣他
た

職種
し ょ く し ゅ

の資源
し げ ん

が少
す く

ない 

‣ 大学
だ い が く

の職員
し ょ く い ん

の障害
し ょ う が い

への理解
り か い

が必要
ひ つ よ う

 

‣ 支援者側
し え ん し ゃ が わ

の理解
り か い

が不十分
ふ じ ゅ う ぶ ん

な結果
け っ か

、触法
し ょ く ほ う

行動
こ う ど う

に繋
つ な

がる 

‣ 突然
と つ ぜ ん

、発達
は っ た つ

障害
し ょ う が い

と知
し

ったときの支援者
し え ん し ゃ

の在
あ

り方
か た

 

‣ 先生方
せ ん せ い が た

のサポート
さ ぽ ー と

が必要
ひ つ よ う

 

‣ 親
お や

に対
た い

する教育的
き ょ う い く て き

関与
か ん よ

 

‣ 一般級
い っ ぱ ん き ゅ う

教員
き ょ う い ん

の支援
し え ん

不足
ぶ そ く

 

‣ 学校
が っ こ う

の質
し つ

を向
こ う

上
じょう

 

人材
じ ん ざ い

育成
い く せ い

 
発達障害
はったつしょうがい

に関
かん

する支援力
し え ん り ょ く

を

身
み

につけた支援者
し え ん し ゃ

の養成
よ う せ い

。 

◎ 国
く に

 

◎ 横浜市
よ こ は ま し

 

◎ 教育
き ょ う い く

委員会
い い ん か い

 

◎ 発達
は っ た つ

障害者
し ょ う が い し ゃ

支援
し え ん

センター
せ ん た ー

 

◎ 地域
ち い き

療育
り ょ う い く

センター
せ ん た ー

 

◎ 学齢
が く れ い

後期
こ う き

障害児
し ょ う が い じ

支援
し え ん

事業所
じ ぎ ょ う し ょ

 他
ほ か
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‣ インクルーシブ
い ん く る ー し ぶ

な合意
ご う い

形成
け い せ い

 

‣ 地域
ち い き

の理解
り か い

と受
う

け皿
ざ ら

 

‣ 二次
に じ

障害
し ょ う が い

の発生
は っ せ い

 

‣ 発達
は っ た つ

障害
し ょ う が い

≠特別
と く べ つ

 

‣ 社会
し ゃ か い

の理解
り か い

（色々
い ろ い ろ

な子
こ

がいていいよ） 

‣ 環境
か ん き ょ う

の中
な か

で生
い

かされる 

‣ 地域
ち い き

の連携
れ ん け い

の仕
し

組
く

みが整
ととの

っていない（中
ちゅう

学校区
が っ こ う く

ぐ

らいで） 

‣ 地域
ち い き

（方面
ほ う め ん

事務所
じ む し ょ

単位
た ん い

ぐらいで）の仕
し

組
く

みづくり 

‣ 集団
し ゅ う だ ん

生活
せ い か つ

の苦
く る

しさ 

‣ 基礎的
き そ て き

環境
か ん き ょ う

整備
せ い び

 

‣ 合理的
ご う り て き

配慮
は い り ょ

 

障害
しょうがい

理解
り か い

の促進
そ く し ん

・ 

普及
ふ き ゅ う

啓発
け い は つ

 

地域
ち い き

社会
し ゃ か い

における共生
きょうせい

の実現
じ つ げ ん

に向
む

けた、社会
し ゃ か い

全体
ぜんたい

の意識
い し き

醸
じょう

成
せい

。 

◎ 横浜市
よ こ は ま し

 

◎ 教育
き ょ う い く

委員会
い い ん か い

 

◎ 発達
は っ た つ

障害者
し ょ う が い し ゃ

支援
し え ん

センター
せ ん た ー

 

◎ 障害児
し ょ う が い じ

・者
し ゃ

団体
だ ん た い

（当事者
と う じ し ゃ

・家族会
か ぞ く か い

等
と う

）  

  他
ほ か
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‣ 大学
だ い が く

教員
き ょ う い ん

を含
ふ く

めての周囲
し ゅ う い

の理解
り か い

不足
ぶ そ く

 

‣ 企業
き ぎ ょ う

のメンタルヘルス
め ん た る へ る す

への支援
し え ん

が不足
ふ そ く

している 

‣ 大学
だ い が く

の職員
し ょ く い ん

の障害
し ょ う が い

への理解
り か い

が必要
ひ つ よ う

 

‣ 就労
し ゅ う ろ う

支援
し え ん

機関
き か ん

の認識
に ん し き

不足
ぶ そ く

（決
き

めつけ、押
お

し付
つ

け） 

特
と く

に 教育
きょういく

・ 就労
しゅうろう

場面
ば め ん

に お け

る、本人
ほんにん

を取
と

り巻
ま

く周囲
し ゅ う い

への

理解
り か い

促進
そ く し ん

。 

◎ 横浜市
よ こ は ま し

 

◎ 発達
は っ た つ

障害者
し ょ う が い し ゃ

支援
し え ん

センター
せ ん た ー

 

◎ 就労
し ゅ う ろ う

支援
し え ん

センター
せ ん た ー

 

◎ 専門
せ ん も ん

学校
が っ こ う

・大学
だ い が く

・企業
き ぎ ょ う

等
と う

 

◎ 障害児
し ょ う が い じ

・者
し ゃ

団体
だ ん た い

（当事者
と う じ し ゃ

・家族会
か ぞ く か い

等
と う

）  

  他
ほ か
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